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足湯を楽しむ荒木さん家族（村杉）　　　　　　　　　 　　　　   足湯を楽しむ荒木さん家族（村杉）　　　　　　　　　 　　　　   

左から、陽向ちゃん、朝香さん、美空ちゃん、真友莉ちゃん、諭史さん左から、陽向ちゃん、朝香さん、美空ちゃん、真友莉ちゃん、諭史さん

（薬師の足湯）（薬師の足湯）

五頭温泉郷で五頭温泉郷で
　　　　健康な体づくりを　　　　健康な体づくりを
～新潟県最古の温泉の取り組み～～新潟県最古の温泉の取り組み～
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〜
新
潟
県
最
古
の
温
泉
の
取
り
組
み
〜

〜
新
潟
県
最
古
の
温
泉
の
取
り
組
み
〜

五
頭
温
泉
郷
で
健
康
な
体
づ
く
り
を

五
頭
温
泉
郷
で
健
康
な
体
づ
く
り
を

　

五
頭
温
泉
郷
の
出
湯
温
泉
が
開
湯

し
た
の
は
、
お
よ
そ
１
２
０
０
年
前

の
大
同
4
（
８
０
９
）
年
。
県
内
で

最
古
と
い
わ
れ
る
温
泉
地
で
す
。
空

海
（
弘
法
大
師
）
が
錫

し
ゃ
く
じ
ょ
う
杖
を
突
い
た

所
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
し
た
こ
と
が

五
頭
温
泉
郷
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、湯
治
場
と
し
て
発
展
し
、

明
治
時
代
に
な
る
と
温
泉
街
と
し
て

注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
大
正
時
代
に

は
ラ
ジ
ウ
ム
の
効
能
が
確
認
さ
れ
、

日
本
中
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

五  

頭
温
泉
郷
の
歴
史

頭
温
泉
郷
の
歴
史

　

五
頭
温
泉
郷
に
は
、
出
湯
温
泉
、

今
板
温
泉
、
村
杉
温
泉
の
3
つ
の
温

泉
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
気
分
で
入
湯

先
を
選
べ
る
の
も
五
頭
温
泉
郷
の
魅

力
の
一
つ
で
す
。

3  

つ
の
温
泉

つ
の
温
泉

ラ  

ジ
ウ
ム
温
泉
と
は

ジ
ウ
ム
温
泉
と
は

　

五
頭
温
泉
郷
の
特
徴
と
し
て
「
ラ

ジ
ウ
ム
温
泉
」
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
と
は
、
ラ
ド
ン
元

素
や
ト
ロ
ン
元
素
を
一
定
量
以
上
含

む
温
泉
の
こ
と
で
す
。
ラ
ド
ン
や
ト

ロ
ン
は
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と

で
、
新
陳
代
謝
を
促
進
さ
せ
た
り
、

神
経
痛
な
ど
の
病
気
に
効
果
を
発
揮

し
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
頭
連
峰
の
岩
盤
に
は
ウ
ラ
ン
や

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
、
そ
の

恩
恵
を
受
け
、
泉
質
の
良
い
温
泉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
は
、
入
浴
、
飲
泉

だ
け
で
な
く
、
吸
入
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
効
果
を
体
内
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
痛
風
や

尿
酸
素
質
、

高
血
圧
等
に

効
果
が
あ
り

ま
す
。

江戸時代後期の文化 14（1817）年に書かれたとされる温泉番付の「諸江戸時代後期の文化 14（1817）年に書かれたとされる温泉番付の「諸

国温泉功能鑑」。青枠の中に「越後出湯泉」の記載があります。国温泉功能鑑」。青枠の中に「越後出湯泉」の記載があります。

⬆

村
杉
温
泉
街
の
一
角
に
あ
る
薬
師
乃

村
杉
温
泉
街
の
一
角
に
あ
る
薬
師
乃

湯
の
湯
の
11
号
井
号
井

※※ 

普
段
は
施
錠
さ
れ
て
い
て
、
中
を

普
段
は
施
錠
さ
れ
て
い
て
、
中
を

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⬆

薬師乃湯（村杉温泉）の大野チエ子さん薬師乃湯（村杉温泉）の大野チエ子さん

（村杉）。20 年間番台に座っています。（村杉）。20 年間番台に座っています。

⬆

これから寒い日が続きます。体調これから寒い日が続きます。体調

を整えるためにも、ぜひ五頭温泉を整えるためにも、ぜひ五頭温泉

郷を訪れて、体を温めていってく郷を訪れて、体を温めていってく

ださい。免疫力がついて丈夫な体ださい。免疫力がついて丈夫な体

になりますよ。になりますよ。

　

五
頭
山
の
麓
に
位
置
す
る
五
頭
温

　

五
頭
山
の
麓
に
位
置
す
る
五
頭
温

泉
郷
。
ラ
ジ
ウ
ム
の
含
有
量
の
多
さ

泉
郷
。
ラ
ジ
ウ
ム
の
含
有
量
の
多
さ

が
特
徴
で
、
健
康
面
へ
の
効
果
が
高

が
特
徴
で
、
健
康
面
へ
の
効
果
が
高

い
こ
と
で
有
名
で
す
。

い
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

２
０
１
２
年
と
２
０
１
４
年
に

　

２
０
１
２
年
と
２
０
１
４
年
に

は
、
新
潟
県
観
光
地
満
足
度
調
査
で

は
、
新
潟
県
観
光
地
満
足
度
調
査
で

総
合
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
受
賞

総
合
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
受
賞

す
る
な
ど
、
阿
賀
野
市
を
代
表
す
る

す
る
な
ど
、
阿
賀
野
市
を
代
表
す
る

観
光
地
で
す
。

観
光
地
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
五
頭
温
泉
郷

　

今
回
の
特
集
で
は
、
五
頭
温
泉
郷

の
魅
力
に
迫
り
、
五
頭
温
泉
郷
を
活

の
魅
力
に
迫
り
、
五
頭
温
泉
郷
を
活

用
し
た
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ

用
し
た
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

い
て
紹
介
し
ま
す
。
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特集　五頭温泉郷で健康な体づくりを

五五頭温泉郷マップ
●
薬
師
の
足
湯
（
村
杉
温
泉
）

●
薬
師
乃
湯
（
村
杉
温
泉
）

●
共
同
露
天
風
呂
（
村
杉
温
泉
）

●
華
報
寺
共
同
浴
場
（
出
湯
温
泉
）

●
共
同
浴
場
（
出
湯
温
泉
）

●
弘
法
の
足
湯
（
出
湯
温
泉
）

●
五
頭
薬
用
植
物
園

●
や
ま
び
こ
通
り

●
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

　

五
頭
山
麓

の

自

然

と

文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き

る
郷
土
資
料

館
で
す
。
原

始
時
代
か
ら

大
正
時
代
に

か
け
て
先
人

が
残
し
た
遺

跡
、
産
業
に

関
わ
る
文
化

財
や
民
具
、
歴
史
資
料
な
ど
が
多
数
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
五
頭
の
麓
の
く
ら
し
館

　

ゆ
う
き
ふ

れ
あ
い
即
売

所
・
情
報
発

信
館
・
体
験

学
習
館
・
大

豆
加
工
体
験

施
設
の
4
つ

の
施
設
か
ら

な
る
、
食
と

緑
の
交
流
拠

点
で
す
。
軽

食
を
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
写
真
は
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の

「
や
わ
ら
か
豚
な
ん
こ
つ
丼
」
で
す
。

　

お
よ
そ

３
０
０
種

の
薬
草
が

園
内
の
山

麓
に
自
生

し
て
い
ま

す
。
約
1

万
3
千
㎡

に
及
ぶ
広

大
な
園
内

で
森
林
浴

を
楽
し
ん

だ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
薬
草
ク
イ
ズ

で
、
薬
草
の
知
識
を
学
ん
だ
り
で
き
ま
す
。

　

出
湯
か

ら
村
杉
ま

で
の
約
5

㎞
の
林
道

で
、
道
路

脇
に
多
く

の
歌
碑
・

句

碑

が

並
ん
で
い

ま
す
。
展

望
台
か
ら

は
、
越
後

平
野
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
晴
れ
た
日

に
は
、
佐
渡
島
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ここでは、五頭温泉郷にある共同浴場等を紹介します。

出
湯
温
泉

今
板
温
泉

村
杉
温
泉

五頭の麓のくらし館五頭の麓のくらし館

五頭山麓うららの森五頭山麓うららの森

五頭薬用植物園五頭薬用植物園

共同露天風呂〔泉質共同露天風呂〔泉質
…単純放射能泉（ラ…単純放射能泉（ラ
ジウム温泉）〕ジウム温泉）〕

薬師の足湯〔泉質…薬師の足湯〔泉質…
単純放射能泉（ラジ単純放射能泉（ラジ
ウム温泉）〕ウム温泉）〕

薬師乃湯〔泉質…放薬師乃湯〔泉質…放
射能泉（ラジウム温射能泉（ラジウム温
泉）〕泉）〕

やまびこ通り（車は一方通行）やまびこ通り（車は一方通行）

五頭山 出湯登山口五頭山 出湯登山口

五頭山 村杉登山口五頭山 村杉登山口

至 月岡・新発田至 月岡・新発田

至 安田 IC至 安田 IC

290290

五頭山麓いこいの森五頭山麓いこいの森

電
気
山
道

電
気
山
道

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

料
金　

無
料
（
協
力
金
１
０
０
円
）　

ジ
ェ
ッ

ト

バ

ス
、

足
裏
マ
ッ

サ

ー

ジ
、

ジ

ャ

グ

ジ
ー
の
3

種
類
が
あ

り
、
好
み

に
合
わ
せ

た
利
用
が

で

き

ま

す
。

時
間　

午
前
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

料
金　

大
人
２
５
０
円
、子
ど
も（
小
学
生
以
下
）

１
５
０
円

　

婦
人
病

に
効
果
が

あ
る
こ
と

か
ら
「
子

宝
の
湯
」

と
し
て
知

ら
れ
て
い

ま
す
。
ラ

ジ
ウ
ム
の

効
能
は
全

国
有
数
。

時
間　

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

料
金　

大
人
３
０
０
円
、子
ど
も（
小
学
生
以
下
）

１
０
０
円

　

五
頭
温

泉
郷
の
共

同
浴
場
で

唯
一
の
露

天
風
呂
で

す
。
春
は

花

見

を
、

秋
は
紅
葉

を
、冬
は
雪

景
色
を
楽

し
め
ま
す
。

時
間　

午
前
6
時
〜
午
後
7
時

料
金　

大
人
２
０
０
円
、子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）

１
０
０
円

　

少
し
ぬ

る
め
の
お

湯
に
な
っ

て
い
る
た

め
、
長
い

時
間
ゆ
っ

く
り
と
つ

か
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

時
間　

午
前
6
時
〜
午
後
8
時

料
金　

大
人
２
０
０
円
、子
ど
も（
小
学
生
以
下
）

１
０
０
円

　

平
成
20

年

に

新

し
く
生
ま

れ
変
わ
り

ま

し

た
。

１
０
０
％

の
源
泉
掛

け
流
し
を

楽
し
む
こ

と
が
で
き

ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

料
金　

１
０
０
円

　

ラ
ド
ン

の
効
果
を

逃
が
さ
ず
、

た
っ
ぷ
り

吸
い
込
む

こ
と
が
で

き
る
よ
う

に
す
る
た

め
、
窓
を

閉
め
て
入

る
足
湯
で

す
。

華報寺共同浴場華報寺共同浴場
（泉質…単純温泉）（泉質…単純温泉）

共同浴場（泉質…共同浴場（泉質…
単純温泉）単純温泉）

弘法の足湯（泉質弘法の足湯（泉質
…単純弱放射能冷…単純弱放射能冷
鉱泉）鉱泉）
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●
新
潟
県
内
の
利
用
者
部
門
満
足
度

●
新
潟
県
外
の
利
用
者
部
門
満
足
度

●
若
い
女
性
10
〜
30
代
部
門
満
足
度

●
リ
ピ
ー
タ
ー
2
回
目
以
上
部
門
満
足
度

特集　五頭温泉郷で健康な体づくりを
　

市
で
は
、
五
頭
温
泉
郷
の
「
国
民

保
養
温
泉
地
」
指
定
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
国
民
保
養
温
泉
地
と
は
、
温

泉
の
公
共
的
利
用
増
進
の
た
め
、
温

泉
利
用
の
効
果
が
十
分
期
待
さ
れ
、

か
つ
、
健
全
な
保
養
地
と
し
て
活
用

さ
れ
る
温
泉
地
の
こ
と
で
、
温
泉
法

に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
も

の
で
す
。
現
在
、
全
国
で
92
か
所
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
頭
温
泉
郷
は
、
三み

さ

さ朝
温
泉
（
鳥

取
県
東
伯
郡
三
朝
町
）、
関せ

き
が
ね金
温
泉

（
鳥
取
県
倉
吉
市
）、
増ま

す
と
み富
温
泉
（
山

梨
県
北
杜
市
）、
玉
川
温
泉
（
秋
田

県
仙
北
市
）
と
共
に
ラ
ジ
ウ
ム
・
ラ

ド
ン
温
泉
広
域
連
携
事
業
に
参
加
す

る
な
ど
、
指
定
を
受
け
る
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
に
必
要
な

「
食
・
運
動
・
生
き
が
い
・
医
療
（
健

診
）・
休
養
」
の
5
つ
に
加
え
て
、「
温

泉
」「
体
験
」
等
を
組
み
合
わ
せ
、

健
康
増
進
を
目
指
す
「
五
頭
自
然

郷
ヘ
ル
ス
＆
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
」
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

健
康
増
進
に
も
つ
な
が
る
新
た
な
旅

行
形
態
を
確
立
で
き
る
こ
と
が
期
待

　

市
で
は
、
五
頭
温
泉
郷
を
単
な
る

「
観
光
地
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
健

康
」
と
い
う
付
加
価
値
を
つ
け
て
、

発
展
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
健
康
志
向
が
高
ま
っ
て
お

り
、
運
動
や
食
に
高
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。五
頭
温
泉
郷
に
は
、

ラ
ジ
ウ
ム
で
有
名
な
温
泉
な
ど
豊
富

な
資
源
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
集
で

は
、
五
頭
温
泉
郷
の
一
部
を
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
魅
力
的
な

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

市
の
観
光
客
数
は
、
東
日
本
大
震

災
を
境
に
減
少
し
、
回
復
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
民
保
養
温
泉
地
の
指
定
を
受
け
、

地
域
の
豊
富
な
資
源
と
連
携
し
、
健

康
と
癒
や
し
を
売
り
込
ん
で
い
く
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

観
光
に
健
康
を
取
り
入
れ
た
「
五

頭
自
然
郷
ヘ
ル
ス
＆
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
」
で
、
県
内
外
か
ら
観
光

客
を
呼
び
込
み
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
っ
て
、
市
の
豊
か
な
資
源
を
生

か
し
た
「
健
診
・
健
康
増
進
観
光
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

共同浴場利用者の 共同浴場利用者の 声

　

五
頭
温
泉
郷
は
、
隔
年
で
実
施
さ
れ
る
新
潟
県
観
光
地
満

足
度
調
査
で
２
０
１
２
年
と
２
０
１
４
年
に
2
年
連
続
で
総

合
満
足
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
は
、
次
の
4
つ
の
部
門
で
も
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
受
賞
し
ま
し
た
。

国  

民
保
養
温
泉
地
と

民
保
養
温
泉
地
と

  

五
頭
自
然
郷
ヘ
ル
ス
＆

五
頭
自
然
郷
ヘ
ル
ス
＆

  

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

健  

康
を
取
り
入
れ
た

康
を
取
り
入
れ
た

　
　
　
　

  

観
光
を
目
指
し
て

観
光
を
目
指
し
て

No.1No.1No.1

五
頭
温
泉
郷
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み

五
頭
温
泉
郷
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み

長尾 義春さん（中央町 1）長尾 義春さん（中央町 1）

　

初
め
て
温
泉
に
来
た
の
は

50
年
も
前
に
な
り
ま
す
。
当

初
は
週
に
2
、
3
回
で
し
た

が
、
今
で
は
平
日
の
午
前
中

に
毎
日
来
て
い
ま
す
。

　

五
頭
温
泉
郷
の
共
同
浴
場

の
良
さ
の
一
つ
は
、
場
所
に

よ
っ
て
お
湯
の
温
度
が
違
う

こ
と
。
好
み
や
そ
の
日
の
気

分
で
入
る
場
所
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
は
、
少
し

ぬ
る
め
の
湯
に
ゆ
っ
た
り
と

つ
か
る
の
が
好
き
で
す
。
温

泉
の
お
湯
は
家
庭
の
お
風
呂

と
違
っ
て
、
温
か
さ
が
持
続
し

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
体
が
温

か
い
の
が
気
持
ち
良
い
で
す
。

　

温
泉
の
お
湯
を
家
に
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
良

い
で
す
ね
。
持
ち
帰
っ
た
お
湯

で
炊
い
た
ご
飯
は
一
味
違
い

ま
す
。
家
庭
で
も
温
泉
の
あ

り
が
た
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

通い始めて 50年通い始めて 50年

新潟県観光地満足度調査 2012 ＆ 2014
2 年連続総合満足度 No.1

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課 

観
光
係 

　

（
内
線
３
４
１
・
３
４
３
・
３
４
７
）

　

五
頭
温
泉
郷
に
初
め
て
来

て
か
ら
3
年
に
な
り
ま
す
。
今

は
1
週
間
に
1
、
2
回
の
ペ
ー

ス
で
来
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
よ
く
顔
を
合
わ

せ
る
人
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な

れ
ま
す
。
気
軽
に
話
せ
る
人

が
た
く
さ
ん
い
て
、
い
つ
も

来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
温

泉
に
入
っ
て
、
他
の
人
と
話

を
す
る
こ
と
で
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
さ
っ
ぱ

り
し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

昔
か
ら
運
動
が
趣
味
で
す
が
、

最
近
の
趣
味
は
温
泉
に
入
る

こ
と
で
す
。

　

自
宅
か
ら
五
頭
温
泉
郷
ま

で
は
、
車
で
30
分
以
上
か
か

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
来
る

価
値
の
あ
る
温
泉
で
す
。
市

内
外
を
問
わ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

来る価値のある温泉来る価値のある温泉

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
と

し
て
、
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
へ
の
入
浴
、

あ
が
の
市
民
病
院
で
の
健
康
診
断
、

 出湯温泉と五頭山麓い出湯温泉と五頭山麓い

こいの森を結ぶ電気山こいの森を結ぶ電気山

道。約 2㎞の道のりを道。約 2㎞の道のりを

ウォーキングすることウォーキングすること

ができます。ができます。

 五頭の麓のくらし館で五頭の麓のくらし館で

さまざまな歴史や文化さまざまな歴史や文化

に触れることも、プロに触れることも、プロ

グラムの 1つとしてあグラムの 1つとしてあ

げられます。げられます。

ゆうきふれあい即売所の地野菜ゆうきふれあい即売所の地野菜

1

3 4

2

65

1 健康診断はあがの市民病院で健康診断はあがの市民病院で2

やまびこ通りをハイキングで楽しく運動やまびこ通りをハイキングで楽しく運動3 休養は五頭温泉郷の温泉で休養は五頭温泉郷の温泉で4

5

6

五
頭
山
・
や
ま
び
こ
通
り
・
電
気
山

道
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
五
頭
自
然
学

校
や
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
で
の
農

業
体
験
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

共同浴場（出湯温泉）を訪れていた共同浴場（出湯温泉）を訪れていた

薬師乃湯（村杉温泉）を訪れていた薬師乃湯（村杉温泉）を訪れていた

榎並 寿子さん（新潟市）榎並 寿子さん（新潟市）

No.1
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阿賀野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第 6条の規定により、

平成 26 年度の人事行政の運営状況の概要を公表します。

阿賀野市人事行政運営等の状況阿賀野市人事行政運営等の状況

2 人件費の状況（水道職員などの企業職員を除く）
　（1）人件費（普通会計決算）

  歳出額　Ａ  人件費　Ｂ
 人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）平成25 年
度の人件費率

231億  518万円 35億5,585万円 15.4% 14.1%

　（2）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額

　　　（平成27 年4月1日現在）

職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 45.8 歳 332,543 円 366,197 円

技能労務職 51.0 歳 299,248 円 312,736 円

消防職 36.0 歳 294,530 円 329,610 円

　※ 平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給の平均です。
　※  平均給与月額とは、給料月額と扶養手当、時間外勤務手当など

の各種手当を合計したものです。

　（3）職員の初任給

　　　（平成27年4月1日現在）

区分 初任給

一般行政職
大学卒 172,200 円

高校卒 142,100 円

消防職
大学卒 202,500 円

高校卒 160,300 円

　（4）主な職員手当

手当名 内容および支給単価
国の制度
との異同

扶養手当
■配偶者：月額 13,000 円

■配偶者以外：1人につき月額 6,500 円
同

住居手当
■ 借家：月額 12,000 円以上の家賃を支払っている職員に対し、家賃に応じて最高月

額 27,000 円まで支給
同

通勤手当

■ 交通機関利用者：負担している運賃の額に応じて最高月額 55,000 円まで支給

■ 自家用車等利用者：片道の使用距離に応じて月額 2,000 円（2km以上～5km未満）

から 31,600 円（60km以上）まで支給

同

期末勤勉手当

■支給割合　※（　）は再任用職員の割合

　・期末手当　2.60 月分（1.45 月分）

　・勤勉手当　1.50 月分（0.70 月分）

　加算措置　職制上の段階、職務の級による加算　5～ 15％

異

退職手当

■一般職　　 　　 　　自己都合　　   　勧奨・定年　 　　　　　　　　　　　  　

　・勤続 20 年　　　　20.445 月　 　　25.55625 月　　　　　　　　　　　　　　

　・勤続 25年　　　　 29.145 月　　　　34.5825 月　　　　　　　　　　　　　

　・勤続 35年　　　　41.325 月　　　　　49.59 月　　  　　　　　　　　　　

　・最高限度額　　　　49.59　月　　　 49.59 月  　　　　　　　　　　　　

その他の加算措置　定年前早期加算措置　2～ 20％加算　　　　　　　　　　  

異

■特別職

　・市　長　821,000 円×在職月数× 44％

　・副市長　629,000 円×在職月数× 26％

　・教育長　555,000 円×在職月数× 20％

3特別職の報酬等の状況
区分 市長 副市長 教育長 議長 副議長 議員

給料・報酬月額 821,000 円 629,000 円 555,000 円 354,500 円 289,000 円 266,000 円

期末手当 3.1 月分

　（1）分限処分者

処分事由 休職

心身の故障 延べ 14人

　（2）懲戒処分者

処分事由 停職

職務上の義務違反または職務の怠慢 1人

4職員の分限および懲戒処分の状況（平成 26年度）

　（1）職員数

平成 27年 4月１日現在 482 人（男 309 人、女 173 人）

1 職員数の状況

※詳しい内容は、市ホームペー

ジから「人事」で検索して、ご

覧ください。

　

停
1
自
治
会
で
は
、
コ

※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
助
成
を
受
け
、
地
域
づ
く
り
に
必
要

な
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
整
備
し
た
備
品
な
ど
を
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

＊ 

停
1
自
治
会
「
仁に

和わ

加か

・
灯
籠
・
法
被
」

　

停
1
自
治
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
と

お
し
て
、地
域
で
の
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
大
の
行
事
は
、
毎
年
8
月
24
日
か
ら
25

日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
菅
原
神
社
の
例
祭
で

す
。
例
祭
に
は
、
当
自
治
会
の
子
ど
も
、
大

人
の
ほ
か
、
市
内
外
に
住
む
出
身
者
も
参
加

※ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
等
の
整
備
等

に
助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係

（
内
線
２
８
２
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
でで
地
域
地
域
のの

活
性
化

活
性
化
をを
！！

し
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
宝
く
じ
の
助
成
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
長
年
使
用
し
て
安
全
性
が
心

配
さ
れ
て
い
た
仁
和
加
や
女
性
灯
籠
、
担
ぎ

手
の
法
被
、
テ
ン
ト
等
を
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
仁
和
加
の
巡
行
に
は
、
例

年
に
増
し
て
大
勢
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
が
自
治
会
内

に
響
き
渡
り
、
見
物
す
る
市
民
に
も
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
灯
籠
に
も
大
勢
の
担
ぎ
手
が

集
ま
り
、
他
の
自
治
会
の
女
性
灯
籠
を
圧
倒

す
る
ほ
ど
の
勢
い
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
伝
統
を
守
り
、
次
の

世
代
に
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

停
1
自
治
会　

自
治
会
長　

渡
邊
弘
三

クックパッドに公式キッチンがクックパッドに公式キッチンが
　　　　　　　 　　　　　　　 オープンしました !!オープンしました !!

　日本最大のレシピサイト「cookpad」に阿賀野

市公式キッチンがオープンしました。

　阿賀野市産の野菜や食品を使って、市の管理

栄養士の監修のもと、さまざまな料理を紹介し

ています。

　これまで、「わくわくクッキング」のコーナー

で紹介した料理のほか、おやつ、離乳食、学校給

食の人気メニューなどを随時掲載していきます。

　また、作った料理を写真に撮って掲載できる

「つくれぽ」機能で、料理の感想などを送ること

もできます。たくさんの「つくれぽ」をお待ち

しています。

http://cookpad.com/kitchen/11529417 ま た は、

「クックパッド　阿賀野市」で検索してください。

クックパッド　阿賀野市 検索

⬆

10 月の人気レシピ10 月の人気レシピ

「牛乳を使った★いもようかん」「牛乳を使った★いもようかん」

整備した仁和加を引く子どもたち整備した仁和加を引く子どもたち

■トピックス■トピックス
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■トピックス■トピックス

公債費
11.2%
公債費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
11.2222222222222222222222222222222%

歳出

民生費
59.5 億円
25.7%

教育費
23.7 憶円
10.2% 衛生費

45.0 億円
19.4%土木費

24.8 億円
10.7%

総務費
18.7 億円
8.1%

消防費
13.8 億円
6.0%

議会費
1.7 億円
0.8%

労働費
0.3 億円
0.1%

農林水産業費
7.7 億円
3.4%

商工費
8.4 億円
3.6%

歳入

自主財源
36.5%

依存財源
63.5%

市税
44.1 億円
18.4%

市債
16.4 億円
6.9% 繰越金

8.3 億円
3.5%

その他
1.2 億円
0.3%

繰入金
23.4 億円
9.8%

地方交付税
84.9 億円
35.5%

国庫支出金
28.1 億円
11.8%

地方譲与税
2.1 億円
0.9%

県支出金
14.3 憶円
6.0%

地方消費税交付金
4.9 億円
2.1%

分担金・負担金・寄附金
3.4 億円
1.4%

使用料・手数料
1.4 億円
0.6%

　一般会計とは、教育や福祉、道路・公園の整備

など、市の基本サービスを行うための会計です。

　平成 26 年度の一般会計決算額は、歳入で 239

億 1,584 万円（前年度比 19 億 2,281 万円減）、歳

出で 231 億 5,974 万円（前年度比 18 億 5,024 万

円減）となっています。

　歳入は、市税が前年度と比較すると 8,316 万円

の増加となりました。主な要因としては、市内企

業の収益回復に伴い法人市民税が増額となったこ

とによるものです。歳出は、教育費が前年度と比

較すると 28 億 4,378 万円の減少となりました。

これは、水原中学校の新校舎建設や分田小学校・

笹神中学校の耐震改修事業が平成 25 年度で完了

したことによるものです。

　9月に開催された市議会定例会で平成 26 年度決算が認定されまし

た。今回は、市民の皆さんから納めていただいた市税や国・県から交

付されたお金がどのように使われたのかを報告します。
平成26年度 決算報告

　市では、実質的な赤字や将来負担などを表す指

標（健全化判断比率・①～④）と、公営企業ごと

の資金不足額を表す指標（資金不足比率・⑤）を

議会に報告し、公表しています。

　平成 26 年度決算に基づく各比率は、下表のと

おり、いずれも健全であるという結果になってい

ます。

●●● 健全化判断比率と資金不足比率 ●●●

比率 左の内容説明 阿賀野市の指標 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 赤字額が標準財政規模に占める比率 赤字は発生していません 12.90% 20%

②連結実質赤字比率
全ての会計を合算して赤字額が標準

財政規模に占める比率
赤字は発生していません 17.90% 30%

③実質公債費比率

公営企業、一部事務組合などを含めた

実質的な借入金の元利償還金が標準

財政規模に占める比率

014.6% 025% 35%

④将来負担比率
公営企業、出資法人などを含めた実質

的負債が標準財政規模に占める比率
124.2% 350% ―

⑤資金不足比率
公営企業の資金不足の状況を事業の

規模と比較した比率
資金不足はありません

経営健全化基準
20%

※ 早期健全化基準、財政再生基準および経営健全化基準に達した場合、外部監査の実施や財政健全化計画、財政再生計

画の策定を行い、財政の健全化に取り組むこととなります。

●●● 企業会計 ●●●
　企業会計とは、公共の利益を目的として市が経

営する企業の会計です。

●●● 特別会計 ●●●

会計名 歳入 歳出

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 45億7,641 万円 45億5,111 万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7億4,995 万円 7億4,216 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 46億    658 万円 45億6,160 万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 27億2,202 万円 26億9,409 万円

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 3億    404 万円 2億9,431 万円

押 切 外 四 ヶ 大 字 財 産 区 特 別 会 計 534 万円 443万円

少 年 自 然 の 家 特 別 会 計 2,816 万円 2,811 万円

工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計 4,492 万円 4,490 万円

　特別会計とは、特定の事業を行うために一般会

計とお金の管理を別にしている会計です。

●●● 市債（借入金）と基金（貯金）の残高 ●●●

　平成 26 年度末の市債残高は、総額で 514 億 2,897 万

円となり、前年度と比較すると 10 億 1,308 万円減少し

ています。これは、あがの市民病院整備など大きな事

業への市債を抑えて、基金を有効活用（13 億円）した

ものです。

会計名 平成26年度末残高 前年比

一般会計 246億7,535 万円 △ 3.3％
特別会計 184億9,165 万円 0.0％
企業会計 82億6,197 万円 2.0％

■市債残高

水道事業会計

収益的収入 12億7,453 万円 収益的支出 11億7,740 万円

資本的収入 2億3,814 万円 資本的支出 7億4,683 万円

病院事業会計

収益的収入 7億6,043 万円 収益的支出 6億7,509 万円

資本的収入 28億   444 万円 資本的支出 25億    356 万円

会計名 平成26年度末残高 前年比

一般会計 64億3,671 万円 △ 17.8％
特別会計 2億2,716 万円 1.5％

■基金残高

安全・安心な暮らしの実現

●防災行政無線施設整備事業（5億 6,201

　万円）

　災害時における市民への迅速な情報伝

達手段を確保するため、市内全域を対象

とした防災行政無線設備を整備しまし

た。

子ども育成支援の充実

●小・中学校整備事業（5億 6万円）

　学校施設耐震化大規模改修事業（神山

小学校、安田中学校 6,630 万円）を行い

ました。また水原中学校整備事業（4億

3,376 万円）では旧校舎の解体とグラウ

ンド整備を行い、3か年の全事業が完了

しました。

高齢者や障がい者福祉の充実

●障害者総合支援事業（7億 5,892 万円）

　障がい者の自立と社会参加の実現を目

指し、介護給付や地域活動支援センター

事業など、各種の障害福祉サービスの提

供を行いました。

地域経済の活性化

●商工会活動支援事業（5,565 万円）

　商工会活動業務の支援やプレミアム商

品券の発行などを行い、地域経済の活性

化を図りました。

生活に密着した住環境整備の促進

●生活環境改善事業（9,111 万円）

　生活に密着した道路や側溝、消雪パイ

プの整備や改修を行いました。

歳入
239 億 1,584 万円

●●● 主な事業 ●●●

市民の皆さんが年間に
負担したお金（市税）

市民1人当たり

９8,913円

市が年間に使ったお金

市民1人当たり

５19,521円

歳出
231 億 5,974 万円

諸収入
6.4 憶円
2.7%

公債費
27.9 億円
12.0%

問い合わせ

一般会計・特別会計の状況、

財政の健全化比率について

財政課

☎ 62-2510

水道事業会計の決算の状況
上下水道局

☎ 62-2159

病院事業会計の決算の状況
地域医療推進課

☎ 62-2510

●●● 一般会計 ●●●

財産収入
0.2 億円
0.1%

※市民１人当たりの金額は

平成 27 年 3 月 31 日現在の

人口で計算しています。



■お知らせ版

13 平成 27 年 4 月号 平成 27 年 11 月号 12

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館    （休館中）
水原公民館    （休館中）
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

【市役所・各支所の開庁時間】
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分〔土曜、日曜、祝日、
年末年始 (12 月 29 日～ 1月 3日 ) を除く〕

市
自
立
支
援
協
議
会
研
修
会

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
知
ろ
う

　

市
自
立
支
援
協
議
会
住
ま
い
部
会
で

は
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
関
す

る
市
民
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
「
研

修
室
」
ほ
か

▼
内
容

①  

講
演
「
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
」

②  

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
映
像

紹
介

③    障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
関
す

る
相
談
会
ほ
か

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
害

者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
61
‐

２
４
８
８

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
と
踊
り

▼
日
時
＝
11
月
14
日
（
土
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
カ
ラ
オ
ケ
広
場
（
美
舟
会
美

ど
り
会
・
新
潟
市
江
南
区
）

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
と
踊
り
発
表
会

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

▼
出
演
＝
三
沢
歌
友
会
（
新
発
田
市
）

◎ 

歌
謡
と
舞
踊

▼
日
時
＝
11
月
21
日
（
土
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
村
松
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
（
五

泉
市
）

◎ 

懐
か
し
い
昭
和
時
代
の
歌
謡
シ
ョ
ー

（
唄
と
踊
り
）

▼
日
時
＝
11
月
22
日
（
日
）
午
前
11
時

30
分
〜

▼
出
演
＝
園
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会（
次
郎
丸
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

水
原
文
化
協
会

写
真
作
品
展
示

　

水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
写

真
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
11
月
9
日
（
月
）
〜
12
月
18

日
（
金
）

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体
＝
写
ら
く

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
定
員
＝
35
人

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

お
知
ら
せ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

申
請
は
お
早
め
に

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
の
支
給

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

11
月
か
ら
旧
町
村
単
位
の
曜
日
指
定

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
受
給
対
象
と
思
わ

れ
る
人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
1
月
以
降
に
支
給
申
請
を

す
る
場
合
は
、
申
請
用
紙
に
請
求
者
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
本
格
的
な
降
雪

シ
ー
ズ
ン
前
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
遺
族
1
人
に
支
給
し
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母

④
戦
没
者
等
の
孫

⑤
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑥
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

※ 

③
〜
⑥
は
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お

い
て
婚
姻
し
た
と
し
て
も
氏
が
変

わ
っ
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
同
日
に

お
い
て
遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組

し
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

⑦
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
父
母

⑧
④
以
外
の
戦
没
者
等
の
孫

⑨
⑤
以
外
の
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑩
⑥
以
外
の
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

⑪ 

①
〜
⑩
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
等
）

※ 

⑦
〜
⑪
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
5
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限
＝
平
成
30
年
4
月
2
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
課 

援
護
係
（
内
線
２
４
８
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、
不
明
な

点
は
、
次
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
電
話
番
号

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
全
般
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

【
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

・ 

日
本
語

　

☎
０
５
７
０
‐
20
‐
０
１
７
８

・ 

外
国
語

　

☎
０
５
７
０
‐
20
‐
０
２
９
１

※ 

外
国
語
対
応
番
号
で
は
、
英
語
・
中

国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で
の
問
い
合
わ
せ
に
対

応
し
ま
す
。

※ 

一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎

０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
９
４
０
５
に

お
か
け
く
だ
さ
い
。

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
・
個
人

番
号
カ
ー
ド
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
）
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

【
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
】

・ 

日
本
語

　

☎
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
５
７
８

・ 

外
国
語

　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
７
３
８

※ 

外
国
語
対
応
番
号
で
は
、
英
語
・
中

国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で
の
問
い
合
わ
せ
に
対

応
し
ま
す
。

※ 

一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎

０
５
０
‐
３
８
１
８
‐
１
２
５
０
に

お
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

・ 

平
日
…
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
10
時

（
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
午

前
8
時
30
分
〜
）

・ 

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
…
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時
30
分

※ 

12
月
29
日
（
火
）
〜
1
月
3
日
（
日
）

を
除
く

▼
そ
の
他
＝
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
住
所
宛
て
に
送
付
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は
、
11
月
末
ご
ろ
ま

で
に
発
送
作
業
を
完
了
す
る
予
定
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政
策
課 

企
画

経
営
係
（
内
線
２
６
１
）

催　
　

し

て
く
て
く 

ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

新
潟
県
最
古
の
温
泉
・

出
湯
を
歩
く

　

開
湯
１
２
０
０
年
の
出
湯
温
泉
。
そ

の
歴
史
探
訪
コ
ー
ス
を
、
市
公
認
の
ま

ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。

　

晩
秋
の
こ
の
時
期
、
心
地
良
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午
〔
午
前
9
時
〜
華
報
寺
本

堂
前
（
出
湯
７
９
４
）
で
受
付
〕

▼
コ
ー
ス
＝
華
報
寺
↓
電
気
山
道
↓
旧

洞
春
館
↓
ギ
ャ
ラ
リ
ー
恵
↓
旧
石
水
亭

↓
出
湯
バ
ス
停
（
約
3
㎞
）

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

▼
服
装
＝
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。小
雨
決
行
の
た
め
、

雨
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

・ 

出
湯
の
人
気
店
の
Ｇ
・
Ｈ
・
エ
リ
カ
ー

ノ
、
出
湯
温
泉
パ
ン
工
房
に
立
ち
寄

り
ま
す
。

・ 

車
で
お
越
し
の
場
合
、
出
湯
温
泉
無

料
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課 

観
光
係
（
内
線
３
４
７
）

認
知
症
講
演
会

「
み
ん
な
で
考
え
る

 

認
知
症
の
こ
と
」

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
と
は
…
。
年
齢
に
関
係
な
く

誰
も
が
な
り
う
る
認
知
症
を
、
自
身
の

こ
と
、
大
切
な
家
族
の
こ
と
と
し
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
内
容
＝
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
に

関
わ
る
講
師
が
、
認
知
症
へ
の
正
し
い

理
解
を
深
め
る
話
を
す
る
ほ
か
、
認
知

症
の
妻
を
介
護
す
る
男
性
が
、
自
身
の

体
験
を
語
り
ま
す
。　

▼
講
師
＝
等
々
力
務
氏
〔（
公
社
）
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
新
潟
県
支
部
副

代
表
〕

▼
そ
の
他
＝
保
育
ル
ー
ム
を
開
設
し
ま

す
。
対
象
は
生
後
6
か
月
以
上
（
小
学

生
可
）
で
、
協
力
金
１
０
０
円
／
人
が

必
要
で
す
。
利
用
希
望
者
は
申
し
込
み

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
定
員
5

人
程
度
・
先
着
順
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
13
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
課　

☎
67
‐

９
２
０
３

市
民
文
化
講
演
会

「
五
頭
山
麓
の
歴
史
と
文
化
」

▼
日
時
＝
11
月
14
日
（
土
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

▼
講
師
＝
川
上
貞
雄
氏
（
日
本
考
古
学

協
会
会
員
）

▼
参
加
費
＝
入
館
料
の
み
（
一
般
３
０
０

円
、
小
中
学
生
１
５
０
円
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
13
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館　

☎
68
‐
１
２
０
０ 

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

秋
の
大
感
謝
祭

　

収
穫
の
秋
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝

し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
）
午
前
8
時

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

▼
内
容
＝
秋
野
菜
・
地
域
特
産
品
販
売
、

体
験
教
室

※  

ト
ン
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
）。

▼
主
催
＝
ゆ
う
き
ふ
れ
あ
い
即
売
所

▼
問
い
合
わ
せ
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の

森　

☎
61
‐
３
５
１
１

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫

雲
寺
さ
え
ず
り
の
里
催
し

◎  

冬
の
初
心
者
探
鳥
会

　

瓢
湖
で
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
水
鳥
を

観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
8
日
（
日
）
午
前
8
時

〜
9
時
30
分

▼
会
場
＝
瓢
湖

▼
集
合
場
所
＝
瓢
湖
市
営
駐
車
場

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
小
雨
決

行
の
た
め
、
雨
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
愛
鳥
講
演
会

　

県
民
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
野
生

生
物
保
護
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
フ
ク
ロ
ウ
」
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
午
後

1
時
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
1
階
「
ホ
ー
ル
」（
新
潟
市
中
央

区
女
池
南
3
‐
1
‐
2
）

▼
定
員
＝
先
着
１
５
０
人

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
11
月
15
日
（
日
）
必
着

◎
共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

Ⓕ
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
１

n
g
t0
3
5
3
1
0
@
p
ref.n
iig
ata.lg

.jp

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎ 

版
画
虹
の
会
「
木
版
画
展
」

　

会
員
の
版
画
作
品
25
点
を
展
示
し
ま

す
。

▼
期
間
＝
11
月
17
日
（
火
）
〜
12
月
6

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

12
月
か
ら
午
前
10
時
に
開
館
と
な
り

ま
す
。
月
曜
休
館
日
（
月
曜
が
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
に
つ
い
て
は
、
急
性
脳
症
と
の
因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い
の
で
、
摂
取
を

控
え
ま
し
ょ
う
。
▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係
（
内
線
６
１
０
・
６
３
７
）

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂
取
は

控
え
ま
し
ょ
う
！
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市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

お
知
ら
せ

市
営
バ
ス
「
神
山
線
」

11
月
2
日
（
月
）
か
ら

車
両
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

市
営
バ
ス
「
神
山
線
」
の
車
両
「
コ

ス
モ
ス
1
号
」・「
ふ
れ
あ
い
2
号
」
が
、

29
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
か
ら
14
人

乗
り
の
小
型
車
両
（
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
）

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

11
月
2
日
（
月
）
か
ら
使
用
す
る
新

し
い
小
型
車
両
は
、
白
い
車
体
で
「
ご

ず
っ
ち
ょ
」の
イ
ラ
ス
ト
が
目
印
で
す
。

乗
り
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
５
）

あ
な
た
の
住
宅
は
安
全
で
す
か
？

無
料
の
耐
震
診
断
な
ど

耐
震
事
業
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
・

崩
壊
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
無
料
で
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
耐
震
設
計

や
耐
震
改
修
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
家
が
地
震
に
対
し
て
大
丈
夫

か
…
。
こ
の
機
会
に
支
援
事
業
を
利
用

し
て
耐
震
診
断
等
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

耐
震
設
計
や
耐
震
改
修
等
の
補

助
を
受
け
る
場
合
、
市
の
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
木
造
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

《
耐
震
診
断
》

▼
対
象
と
な
る
建
物
（
次
の
全
て
に
該

当
す
る
建
築
物
）

① 

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
、

ま
た
は
工
事
が
着
手
さ
れ
た
木
造
住

宅
② 

1
戸
建
て
の
住
宅
（
店
舗
・
事
務
所
併

用
住
宅
で
、
延
べ
面
積
の
2
分
の
1

以
上
が
住
宅
用
に
供
し
て
い
る
も
の
）

③
地
上
2
階
建
て
以
下
の
住
宅

④ 

特
定
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅

以
外
の
住
宅

⑤ 

補
助
を
受
け
て
耐
震
診
断
を
行
っ
て

い
な
い
住
宅

▼
対
象
＝
市
内
に
建
築
物
を
所
有
し
、

か
つ
自
ら
居
住
し
て
い
る
人

▼
申
請
受
付
期
間
＝
11
月
16
日
（
月
）

〜
27
日
（
金
）

※ 

た
だ
し
、
予
定
戸
数
に
達
し
次
第
、

受
付
期
間
の
途
中
で
も
受
け
付
け
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
2
戸
程
度

《
耐
震
設
計
》

▼
補
助
の
対
象
＝
市
の
耐
震
診
断
を
受

け
、
か
つ
評
点
が
1
・
0
未
満
の
建
物

の
所
有
者

▼
補
助
金
額
＝
耐
震
設
計
に
要
す
る
費

用
の
2
分
の
1
以
内
（
上
限
10
万
円
）

▼
申
請
受
付
期
間
＝
12
月
25
日
（
金
）

ま
で

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
2
戸
程
度

《
耐
震
改
修
等
》

○
一
般
耐
震
補
強
工
事

　

市
の
耐
震
設
計
を
受
け
、
か
つ
評
点

が
1
・
0
以
上
と
な
る
補
強
工
事

▼
補
助
金
額
＝
次
の
①
お
よ
び
②
に
よ

り
算
出
し
た
額
を
合
計
し
た
額

① 

耐
震
補
強
工
事
に
要
す
る
費
用
に
3

分
の
1
を
乗
じ
て
得
た
額
（
上
限

50
万
円
）

② 

①
で
算
出
し
た
額
に
2
分
の
1
を
乗

じ
て
得
た
額
（
上
限
15
万
円
）

▼
申
請
受
付
期
間
＝
随
時
受
付

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
1
戸
程
度

○
部
分
耐
震
補
強
工
事

　

市
の
耐
震
設
計
を
受
け
、
か
つ
評
点

が
0
・
7
以
上
と
な
る
補
強
工
事

▼
補
助
金
額
＝
部
分
耐
震
補
強
工
事
に

要
す
る
費
用
に
3
分
の
1
を
乗
じ
て
得

た
額
（
上
限
30
万
円
）

※ 

高
齢
者
等
世
帯
に
属
し
、
か
つ
地
震

保
険
等
に
加
入
す
る
人
が
行
う
場
合

は
上
限
50
万
円

▼
申
請
受
付
期
間
＝
随
時
受
付

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
1
戸
程
度

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事

　

市
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
か
つ
評
点

が
1
・
0
未
満
の
建
物
の
所
有
者

▼
補
助
金
額
＝
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

に
要
す
る
費
用
に
3
分
の
1
を
乗
じ
て

得
た
額
（
上
限
10
万
円
）

※ 

高
齢
者
等
世
帯
に
属
し
、
か
つ
地
震

保
険
等
に
加
入
す
る
人
が
行
う
場
合

は
上
限
20
万
円

▼
申
請
受
付
期
間
＝
随
時
受
付

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
1
戸
程
度

《
共
通
事
項
》

▼
申
込
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。申
請
書
は
建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課 

都
市
計
画
建
築
係
（
内
線

３
１
６
・
３
１
８
）

ご
存
じ
で
す
か
？

建
設
リ
サ
イ
ク
ル

〝
も
っ
た
い
な
い
〞

〜
建
設
産
業
は
実
践
し
て
い
ま
す
〜

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用

で
き
る
特
定
の
建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塊
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材

な
ど
）
の
「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ

ク
ル
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し
て
建

設
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の

解
体
な
ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分

別
解
体
・
再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
北
陸
地
方
建
設
副
産

物
対
策
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
北
陸
地

方
整
備
局 

技
術
管
理
課 

教
習
係
内
）

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
８
８
８
０

h
ttp
://w
w
w
.h
rr.m
lit.g
o
.jp
/g
ijyu
tu
/

fu
ku
san
b
u
tu
/

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
調
査
を
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

国
勢
調
査
の
調
査
結
果
は
、
平
成
28

年
2
月
以
降
、
順
次
国
か
ら
公
表
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。社
会
福
祉
・

防
災
対
策
・
生
活
環
境
整
備
な
ど
、
阿

賀
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
資
料

と
し
て
も
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

次
回
の
調
査
は
平
成
32
年
に
な
り
ま

す
。
今
後
と
も
国
勢
調
査
に
つ
い
て
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協
働
推
進
課 

市

民
協
働
推
進
係
（
内
線
３
４
８
・
６
０
３
）

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田
で
は
、
就
職

を
希
望
し
て
い
る
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
人
と
、
採
用
を
考
え
て
い
る
企
業
担

当
者
と
の
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
働
き
た
い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（
金
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時

▼
会
場
＝
市
役
所
4
階「
４
０
２
・
４
０
３

会
議
室
」

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
新
発
田　

職
業
紹
介
部
門

☎
０
２
５
４
‐
27
‐
６
６
７
７

11
月
9
日
（
月
）
〜
15
日
（
日
）

秋
の
火
災
予
防
運
動

○
全
国
統
一
標
語

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が

 

か
く
れ
ん
ぼ
」

◎
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

は
、
住
宅
火
災
で
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死

者
を
減
ら
す
た
め
の
切
り
札
と
し
て
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
市
管
内
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
で
、
火

災
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
最
小
限

の
被
害
で
済
ん
だ
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
未
設
置
の
世
帯

が
ま
だ
見
受
け
ら
れ
ま
す
。自
分
の
命
・

大
切
な
家
族
の
命
・
家
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
期
に
設
置
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
実
家
や
親
戚

宅
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
声

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

既
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
済

み
の
世
帯
で
は
、
電
池
が
切
れ
て
い
な

い
か
な
ど
正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
古
く
な
る
と
、
電
子
部
品
の
寿
命
や

電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
火
災
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
10
年
を
目
安
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

◎
火
災
の
未
然
防
止

・ 

就
寝
前
や
外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず

暖
房
器
具
が
消
え
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

布
団
や
カ
ー
テ
ン
等
、
可
燃
物
の
近

く
で
暖
房
器
具
を
使
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

洗
濯
物
や
衣
類
等
を
暖
房
器
具
の
上

に
つ
る
し
た
り
、
干
し
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

給
油
は
完
全
消
火
後
、
適
切
な
方
法

で
タ
ン
ク
に
給
油
し
、
誤
給
油
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

暖
房
器
具
に
添
付
さ
れ
て
い
る
取
扱

説
明
書
や
器
具
本
体
に
表
示
さ
れ
た

注
意
事
項
を
よ
く
読
み
、
正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
防

火
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
初
期
消
火

　

消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

消
火
栓
、
消
火
器
の
使
い
方
を
指
導
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
自
治
会
・
事
業

所
・
団
体
は
、
消
防
本
部
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◎ 

老
朽
化
消
火
器
の
一
斉
回
収

　

老
朽
化
消
火
器
の
回
収
を
実
施
し
ま

す
。

▼
回
収
期
間
＝
11
月
9
日
（
月
）
〜
15

日
（
日
）

▼
回
収
場
所
＝
消
防
本
部
、
か
が
や
き

分
署

▼
引
き
取
り
料
＝
１
５
０
０
円
／
本

◎ 

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
午
前
7
時

と
午
後
8
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す

《
火
事
と
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番
》

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部 

予
防
課

医
療
費
還
付
金
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
詐
欺
の
手
口
の
例

　

市
な
ど
の
行
政
機
関
の
職
員
を
名
乗

り
、
電
話
で
「
医
療
費
の
過
払
金
が
あ

り
ま
す
。
返
還
す
る
の
で
取
引
先
の
金

融
機
関
・
支
店
名
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
持
っ
て
い
ま
す

か
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
金
融
機
関
・
支

店
名
を
教
え
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

は
持
っ
て
い
る
」
と
答
え
る
と
、「
後

で
金
融
機
関
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
」

と
言
い
、
電
話
が
一
旦
切
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
取
引
先
の
金
融
機
関
を
名

乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
今
な
ら
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
機
）
で
返
還

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
か
ス
ー
パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ

て
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ

て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
到
着
し
、
教
え
ら
れ
た
番

号
に
電
話
を
す
る
と
、
先
ほ
ど
の
金
融

機
関
を
名
乗
る
者
に
「
過
払
金
を
返
還

す
る
の
で
、
言
わ
れ
た
と
お
り
操
作
し

て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

操
作
し
た
と
こ
ろ
、
気
付
か
な
い
う
ち

に
現
金
を
振
り
込
み
、
だ
ま
し
取
ら
れ

る
と
い
う
手
口
で
す
。

◎
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・ 

簡
単
に
個
人
情
報
（
電
話
番
号
、
取

引
先
金
融
機
関
、
生
年
月
日
な
ど
）

を
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

即
答
せ
ず
に
、
相
手
の
身
分
（
所
属

な
ど
）
や
氏
名
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

（
こ
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
相
手
が

す
ぐ
に
電
話
を
切
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
）。

・ 

電
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
市
や
警
察
、

金
融
機
関
、
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

・ 

常
に
留
守
番
電
話
機
能
を
設
定
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
（
犯
人
は
声
を
録
音

さ
れ
る
こ
と
を
嫌
が
り
ま
す
）。

※ 

不
審
な
電
話
を
受
け
た
り
、
少
し
で

も
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
次
の
い

ず
れ
か
に
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

・ 

健
康
推
進
課 

後
期
高
齢
係
・
国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

・ 

総
務
課 

地
域
安
全
係
（
内
線
２
６
２
）

・ 

阿
賀
野
警
察
署　

☎
63
‐
０
１
１
０

・ 

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
２
２
１

個
人
情
報
流
出
事
件
に
便
乗
し
た

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

近
年
、
個
人
情
報
の
流
出
事
件
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
る
と
、
消

費
者
の
不
安
を
あ
お
る
勧
誘
や
不
審
な

電
話
な
ど
詐
欺
に
関
す
る
相
談
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
安
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
市
民
生

活
課
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個

別
の
相
談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
４
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

天
朝
山
文
化
交
流
の
家

サ
ー
ク
ル
活
動
・
集
会

等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

天
朝
山
公
園
内
に
あ
る
「
天
朝
山
文

化
交
流
の
家
」
は
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
集
会
な
ど

に
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
内
容
＝
和
室
（
8
畳
・
1
室
、

12
畳
・
2
室
）

▼
利
用
時
間

①
午
前
（
午
前
9
時
〜
正
午
）

②
午
後
（
午
後
1
時
〜
4
時
30
分
）

③
夜
間
（
午
後
6
時
〜
9
時
30
分
）

▼
利
用
料
金
＝
午
前
、
午
後
、
夜
間
の

区
分
ご
と
に
8
畳
６
０
０
円
、
12
畳

１
０
０
０
円
（
冷
暖
房
使
用
時
は
別
途

５
０
０
円
が
必
要
）

▼
申
込
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
利
用
日
の
1
週
間
前
ま
で

に
商
工
観
光
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
・
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
。土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

▼
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
、
12
月
28
日
〜

1
月
4
日

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課 

施
設
管
理
係
（
内
線
３
４
２
）
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お
知
ら
せ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

○ 

平
成
27
年
度
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
標
語

「『
も
し
か
し
て
』

あ
な
た
が
救
う 

小
さ
な
手
」

　

殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力
や

性
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
な
虐

待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
も
虐

待
に
当
た
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
囲
で
、
こ
ん
な
様
子
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
れ

が
虐
待
の
サ
イ
ン
で
す
。

◎
子
ど
も
の
様
子

・ 

傷
や
あ
ざ
が
不
自
然
に
つ
い
て
い
る
。

・ 

い
つ
見
て
も
服
装
や
体
が
不
潔
。

・ 

あ
ま
り
笑
わ
な
い
。

・ 

感
情
を
出
さ
な
い
。

・ 

暴
力
的
な
行
動
が
目
立
つ
。

・ 

夜
間
で
も
家
の
外
に
い
る
。

・ 

夜
遅
く
ま
で
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
。

◎
保
護
者
の
様
子

・ 

幼
い
子
ど
も
を
残
し
た
ま
ま
、
頻
繁

に
外
出
す
る
。

・ 

子
ど
も
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

の
に
医
者
に
連
れ
て
い
か
な
い
。

・ 

近
所
や
地
域
で
孤
立
し
て
い
る
。

◎
家
庭
の
様
子

・ 

子
ど
も
の
異
常
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
。

・ 

親
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
。

・ 

何
か
を
投
げ
つ
け
る
音
が
す
る
。

・ 

子
ど
も
の
姿
を
め
っ
た
に
見
か
け
な
い
。

◎ 

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
電
話
を
お
願
い
し
ま
す

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
3
桁
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
１
８
９
）
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
1
本
の
電

話
で
救
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。
連
絡
は

匿
名
で
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
。
連
絡
者
や
連

絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社

会
福
祉
課 

児
童
相
談

係
（
内
線
２
３
８
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
13
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
9
時

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通

知
を
発
送
し
ま
す
！

◎
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基

に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
28
年
分
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
数
は
、
全
国
で
約
22
万
９
２
０
０
人

で
す（
有
権
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

約
４
５
４
人
に
１
人
）。

◎ 
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ

い
て

　

平
成
28
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
中
旬
に
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿

記
載
通
知
）
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
平
成
28
年
2
月
ご
ろ

か
ら
平
成
29
年
2
月
ご
ろ
ま
で
の
間
に

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員

に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事

前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も

り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な

事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁

判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て
調

査
票
を
送
付
し
ま
す
。こ
の
調
査
票
は
、

裁
判
員
候
補
者
の
事
情
を
早
期
に
把
握

し
、
調
査
票
の
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

1
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認
め

ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
裁
判
員

候
補
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
送

付
す
る
も
の
で
す
。
お
尋
ね
す
る
項
目

に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
は
、
返
送
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や
期

間
等
に
、
何
ら
の
制
限
を
設
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
票

で
辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
際
に
送
付
す
る
質
問
票
で
辞

退
を
申
し
出
る
こ
と
も
、
裁
判
の
当
日

（
選
任
手
続
時
）
に
辞
退
を
申
し
出
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
地
方
裁
判
所 

刑
事
部 

裁
判
員
係

☎
０
２
５
‐
２
２
２
‐
４
２
６
２

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
11
月
4
日
（
水
）
〜
6

日
（
金
）、9
日
（
月
）
〜
14
日
（
土
）、

16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）、24
日
（
火
）

〜
29
日
（
日
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
11
月
5
日
（
木
）
〜

7
日
（
土
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

ご
存
じ
で
す
か
？

標
準
営
業
約
款
制
度

（
Ｓ
マ
ー
ク
）

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁

護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。　

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た

「
理
容
店
」「
美
容
店
」「
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
」「
め
ん
類
飲
食
店
」「
一
般

飲
食
店
」
で
は
、店
頭
に
「
S
マ
ー
ク
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・
衛
生
を

約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。標準営業約款制度（Sマーク）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）
新
潟
県
生

活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
‐
３
７
８
‐
２
５
４
０

公営（県営・市営）住宅入居者募集
　公営 ( 県営・市営）住宅入居者を次のとおり募集します。

入居募集住宅 県営安野住宅

（安野町・市消防本部近く）

・ 2 号棟：昭和 55 年建設、中

層耐火構造 4階建て

・ 3 号棟：昭和 56 年建設、中

層耐火構造 5階建て

・ エレベーター：各棟共になし

・ 間取り：3DK…58.8 ㎡

・ 専用駐車場あり（1 世帯 2

台まで）

市営源四郎住宅

（保田・安田幼稚園隣）

・ A 棟：平成 8年建設、準耐

火構造 2階建て

・ エレベーター：なし

・ 間取り：2DK…61.4 ㎡

・ 専用駐車場あり（1 世帯 1

台まで）

市営源四郎第 2住宅

（保田・市営源四郎住宅隣接）

・ 昭和 54 年建設、準耐火構

造 2階建て

・ エレベーター：なし

・ 間取り：3K…63.1 ㎡

・ 専用駐車場あり（1 世帯 1

台まで）

募集戸数 4 戸（2 号棟 4 階× 1 戸、3

号棟 3階× 1戸・5階× 2戸）

1戸（1階× 1戸） 1戸

家賃月額等 家賃：15,800～23,900 円／月

駐車場使用料：2,600 円／台・月

家賃：20,900～31,100 円／月

駐車場使用料：1,000 円／台・月

家賃：16,500～22,900 円／月

駐車場使用料：1,000 円／台・月

※ 家賃：入居者の所得に応じて算定されます。（低所得者減免制度あり）

入居資格

（①～⑤の全て

に該当する人）

①現に住宅に困窮していることが明らかな人。

　・　・ 居住可能な住宅を所有している場合は入居できません。ただし、所有している住宅が居

住できないほど著しく老朽化し、費用不足のため建て替え等が困難である場合、差し押

さえや正当な事由等による立ち退きの要求等により、その住宅に居住できなくなった場

合は可。

② 現に同居し、または同居しようとする親族（婚約者等を含む）がいる人。

　※単身での入居不可。離婚未成立の母子世帯が母子のみでの入居などもできません。単身での入居不可。離婚未成立の母子世帯が母子のみでの入居などもできません。

③ 新潟県営住宅条例、市営住宅条例に定める諸控除後の収入月額が 158,000 円以下の世帯。

④ 本人または現に同居し、もしくは同居しようとする親族が暴力団員でない人。

⑤租税公課（税金など）を滞納していない人。

その他 ①浴槽、照明器具等の設置（市営源四郎住宅を除く）は、全て入居者負担となります。

②市において、引っ越しに関わる、いかなる経費の負担および手続き等は行いません。

③入居時には保証人（1人）および敷金（県営住宅のみ）が必要となります。

　・・県営住宅入居の保証人の条件：県内在住で入居申込者と同程度以上の収入のある人 1人。

　・・市営住宅入居の保証人の条件：市内在住で入居申込者と同程度以上の収入のある人 1人。

■入居予定日＝ 12 月上旬以降

■選考方法等＝ 入居希望者が多数の場合は、世帯構成・住宅困窮度合等に配慮し、抽選で入居者を決定します（先

着順ではありません）。

■申込方法＝ 所定の申込書に添付書類を添えて申し込みください。申込書は社会福祉課にあります。

■申込期間＝ 11 月 4 日（水）～ 20 日（金）

■申し込み・問い合わせ＝社会福祉課 福祉企画係（内線 235）

募 　

集 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎  

初
心
者
向
け
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

※
市
教
育
委
員
会
共
催
事
業

※
市
こ
ど
も
の
体
力
向
上
支
援
事
業

　

初
心
者
の
子
も
、自
信
が
な
い
子
も
、

こ
の
機
会
に
や
っ
て
み
よ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
2
日
〜
23
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
、
午
後
5
時
30
分
〜
6
時
45
分

（
全
4
回
）

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
対
象
＝
ド
リ
ブ
ル
が
で
き
る
小
学
2

〜
6
年
生

▼
講
師
＝
菅
野
文
宣
氏
（
オ
ー
ル
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）、
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
会
員
・
非
会
員
と
も

２
０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）　

☎
61
‐
２
１
１
１

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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募 　

集 

参
加
者
募
集

東
京
笹
神
会
親
睦
忘
年
会

　

首
都
圏
在
住
の
笹
神
地
区
出
身
者
な

ど
で
組
織
し
、
交
流
活
動
を
行
っ
て
い

る
「
東
京
笹
神
会
」
の
親
睦
忘
年
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
よ
り
大
勢
の
皆
さ
ん
を
迎

え
、
ふ
る
さ
と
の
話
や
唄
と
踊
り
で
交

流
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
6
日
（
日
）
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
3
時
▼
会
場
＝
東
天
紅
上

野
本
店
（
東
京
都
台
東
区
）
▼
参
加
費
＝

1
万
円
（
バ
ス
代
を
含
む
。
当
日
徴
収
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
19
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観

光
課
（
内
線
３
２
０
）

あ
が
の
市
民
病
院

外
来
患
者
を
案
内
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

10
月
1
日
に
あ
が
の
市
民
病
院
が
開

院
し
ま
し
た
。
新
病
院
の
外
来
は
、
再

来
受
付
機
の
導
入
や
ブ
ロ
ッ
ク
受
付
、

受
付
番
号
に
よ
る
呼
び
出
し
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
点
で
旧
病
院
の
取
り
扱
い
と

異
な
る
た
め
、
外
来
患
者
の
皆
さ
ん
が

戸
惑
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
こ
で
、
外
来
患
者
の
皆
さ
ん
が
ス

ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
案
内
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
市
民
病
院 

看
護
部
長　

山
田　

☎
62
‐
２
７
８
０

平
成
28
年
度
入
校
（
平
成
27
年
度
）

自
衛
官
等
募
集

◎
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
男
子
一
般
採
用
）

▼
資
格
＝
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者
（
卒
業
・
修
了
見
込
者

を
含
む
）

▼
受
付
期
間
＝
平
成
28
年
1
月
8
日

（
金
）
ま
で
※
締
切
日
必
着

▼
1
次
試
験
日
＝
平
成
28
年
1
月
23
日

（
土
）

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
新
発
田

地
域
事
務
所　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

５
６
１
９

講
座
・
教
室

市
運
動
普
及
員
会
事
業

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
講
習
会

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
み
ん
な
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
11
月
30
日
（
月
）、
12
月
7

日
（
月
）、
14
日
（
月
）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
内
容
＝
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

（
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
）

▼
講
師
＝
和
泉
沢
貞
子
氏
（
日
本
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
＝
動
き
や
す
い
服
装

▼
持
ち
物
＝
う
ち
わ
2
本
、
手
拭
い
1

本
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
市
運
動
普
及
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動
普
及
員
会
事

務
局
（
健
康
推
進
課
内
・
内
線
６
３
５
）

平
成
27
年
度

市
卓
球
教
室

▼
日
時
＝
11
月
14
日
〜
12
月
12
日
の
毎

週
土
曜
、午
後
7
時
〜
9
時
（
全
5
回
）

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

▼
服
装
＝
運
動
の
で
き
る
服
装

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴

▼
申
込
期
限
＝
11
月
12
日
（
木
）

▼
そ
の
他
＝
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
可

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
体

育
協
会
事
務
局
〔
市
交
通
安
全
協
会

内
（
阿
賀
野
警
察
署
隣
り
）〕　

☎
25
‐

７
６
１
３

お
や
こ
の
料
理
教
室

　

具
や
味
付
け
を
み
ん
な
で
考
え
て

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
」
を
作
ろ
う
。

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

2
階
「
京
ヶ
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー
」

▼
対
象
＝
年
少
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容
＝
味
覚
チ
ェ
ッ
ク
、
食
塩
に
ま

つ
わ
る
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
ク
イ
ズ
、
調
理

実
習
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
、
お
に
ぎ

ら
ず
ほ
か
」
▼
定
員
＝
先
着
15
組

▼
持
ち
物
＝
米
（
大
人
1
合
・
子
ど
も

０
・
５
合
）、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
参
加
費
＝
大
人
２
０
０
円
、
子
ど
も

１
０
０
円

▼
申
込
期
間
＝
11
月
5
日
（
木
）
〜
24

日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
６
３
７
）

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費

１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水

原
ふ
る
さ
と
農
業
歴

史
資
料
館　

☎
63
‐

１
７
２
２

市
民
の
掲
示
板

第
6
回

あ
が
の
平
和
の
た
め
の

戦
争
展

▼
日
時
＝
11
月
12
日（
木
）〜
15
日（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
3
時

ま
で
）

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

▼
内
容

・ 

戦
争
パ
ネ
ル
展
示

・ 「
子
ど
も
に
読
ま
せ
た
い
本
１
０
０

冊
」
展
示

・ 

平
和
文
化
作
品
展
示

▼
入
場
料
＝
無
料

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
9
条
を
抱
き
し
め
て
」
上
映

▼
日
時
＝
11
月
12
日
（
木
）、13
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
（
上
映
時
間
50
分
）

◎
講
演
会

▼
日
時
＝
11
月
14
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

▼
演
題
＝
「
沖
縄
人
と
し
て
伝
え
た
い

こ
と
〜
普
天
間
・
辺
野
古
の
こ
と
な
ど
〜
」

▼
講
師
＝
上
地
源
光
氏（
沖
縄
県
出
身
。

前
新
潟
県
沖
縄
県
人
会
会
長
）

◎
寸
劇
・
歌
声
（
合
唱
）

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
実
行
委
員
会　

山
崎

☎
62
‐
２
２
８
２

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
10
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館

▼
内
容
＝
随
筆
「
春
城
談だ

ん

叢そ
う

」
よ
り

「
吾わ

が

郷ご
う

の
大
数
学
家
」

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
春
城
会　

中
村

☎
62
‐
７
０
３
８

明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち

歌
と
踊
り
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
開
演
（
午
前
9
時
開
場
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
期
間
＝
11
月
20
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
入
場
の
際
は
、
整
理
券
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た
ち

・ 

実
行
委
員
長　

明
間

　

☎
68
‐
２
４
７
０

・ 

副
実
行
委
員
長　

脇
坂

　

☎
62
‐
５
１
５
７

社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集

　
「
社
交
ダ
ン
ス
」
と
言
っ
て
も
、
今
は

ス
ポ
ー
ツ
感
覚
で
す
。
体
を
動
か
す
こ
と

が
好
き
な
男
性
・
女
性
を
募
集
し
ま
す
。

　

初
心
者
、
経
験
者
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
度
会
場
に
足
を
運
ん
で
、
レ
ッ
ス
ン

を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

随
時
入

会
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
後
7
時
40
分

〜
9
時
30
分
（
講
師
の
レ
ッ
ス
ン
は
午

後
8
時
〜
9
時
）

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

▼
講
師
＝
ひ
だ
の
好
氏
（
ひ
だ
の
ダ
ン

ス
教
室
主
宰
）

▼
会
費
＝
３
０
０
０
円
／
月

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ　

折
笠　

☎
62
‐
３
８
０
１（
昼
）、

☎
62
‐
１
３
９
３
（
夜
）

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
11
月
8
日
（
日
）、22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

ス
ポ
ー
ツ

市
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会

◎
第
12
回
市
民
弓
道
大
会

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館「
弓
道
場
」

▼
参
加
資
格
＝
弓
道
経
験
の
あ
る
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
種
目
＝
高
校
の
部
・
一
般
の
部
（
高

校
3
年
生
は
一
般
の
部
）・
個
人
戦
立

射
12
射

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
24
日
（
火
）

◎
第
12
回
市
民
卓
球
大
会

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
〜
受
付
▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
期
限
＝
12
月
3
日
（
木
）

◎
共
通
事
項

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
大
会
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
（
弓

道
大
会
は
種
目
）
を
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
体
育

協
会
事
務
局
〔
市
交
通
安
全
協
会
内
（
阿

賀
野
警
察
署
隣
り
）〕　

☎
25
‐
７
６
１
３

Ⓕ
62
‐
３
６
０
４

sp
o
rt-ag
an
o
@
crest.o

cn
.n
e.jp

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

　

広
く
県
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
に
よ
り
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
明
る
く
活
力
に
満

ち
た
生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
笹
神
体
育
館
で
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

選
手
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
熱
戦
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
と
は

　

今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
に
日
本
で
誕

生
。
硬
式
卓
球
（
普
通
の
卓
球
）
よ
り

も
ラ
リ
ー
が
長
く
続
く
た
め
、
年
齢
を

問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。

◎ 

硬
式
卓
球
と
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
の

違
い
は

① 

硬
式
よ
り
も
ボ
ー
ル
が
大
き
く
て
軽

い
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
ま
せ
ん
。

② 

ボ
ー
ル
の
回
転
量
を
少
な
く
す
る
た

め
、
ラ
バ
ー
は
表
ソ
フ
ト
だ
け
し
か

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

③ 

硬
式
よ
り
も
ネ
ッ
ト
が
2
㎝
高
い
。

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
開
会
式

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
主
催
＝
新
潟
県
、
阿
賀
野
市

▼
主
管
＝
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
、
県
卓
球
連
盟
マ
ス

タ
ー
ズ
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
県
卓
球
連
盟
マ
ス

タ
ー
ズ
委
員
会　

委
員
長　

金
田　

☎

０
９
０
‐
１
６
６
８
‐
２
１
１
０

（広 告）

♥
朝
ご
は
ん
！  

あ
な
た
の
体
の
目
覚
ま
し
時
計

♥
よ
く
か
ん
で　

み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

工具があれば、誰でも簡単に設置できます。
開閉方法もボタン・センサーから選べます。
さらに「ペットセンサー」も付いています。
取り付けもいたします。

家の引き戸に取り付けるだけで  自動ドアに !

【お問い合わせ】

後藤容器
弊社にて実物を体験できます

新発田市本町 3-1-15
☎ 0254-24-1889

オ ー ト ス ラ イ ドオ ー ト ス ラ イ ド
まだ間に合います！ 風除室の年内取り付けまだ間に合います！ 風除室の年内取り付けまだ間に合います！ 風除室の年内取り付けまだ間に合います！ 風除室の年内取り付け

株式会社 ヌマズ   阿賀野市野田1066番地 

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4049

風除室・カーポート・
サンルーム・シャッ
ターのリフォームほか、
何でも承ります
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年
金
相
談

▼
期
日
＝
11
月
18
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
第
2
多
目
的

ホ
ー
ル
」
※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・ 

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・ 

村
上
…
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
11
月
24
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制
▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

平
成
27
年
度
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

う
つ
病
に
気
づ
き
・

さ
さ
え
・
つ
な
ぐ

　

阿
賀
野
市
で
は
、
平
成
16
〜
26
年
の

11
年
間
に
、
１
５
４
人
が
自
殺
で
尊
い

命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
阿
賀
野
市
み
ん
な
で
支

え
よ
う
『
こ
こ
ろ
』
と
『
い
の
ち
』
を

守
る
条
例
」
を
平
成
26
年
4
月
か
ら
施

行
し
、
そ
れ
に
伴
う
行
動
計
画
を
今
年

10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

う
つ
病
は
自
殺
の
最
も
多
い
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
の
サ
イ
ン
に

早
く
気
づ
き
、
相
談
・
治
療
す
る
こ
と

で
、
深
刻
な
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

周
り
の
人
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か

を
、こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
12
月
2
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分（
午
後
1
時
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

「
研
修
室
」

▼
演
題
＝
「
明
日
か
ら
役
に
立
つ
う
つ

病
の
は
な
し
」

▼
講
師
＝
有
田
正
知
氏
「
医
療
法
人
社

団
有
心
会
有
田
病
院
医
師
」

▼
定
員
＝
１
５
０
人
（
当
日
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
６
３
５
・
６
３
７
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
16
日
（
月
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※ 

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
放
し
ま
す
。

▼
内
容

○ 

11
月
16
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
ピ
ア
ノ
演
奏
会
」

　

み
ん
な
の
知
っ
て
い
る
曲
を
た
く
さ

ん
演
奏
し
ま
す
。
子
ど
も
が
歩
き
回
っ

て
も
大
丈
夫
。
気
軽
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

11
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
11
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
11
月
2
日（
月
）、9
日（
月
）、

16
日
（
月
）、
19
日
（
木
）、
23
日
（
月
・

祝
）、
24
日
（
火
）、
30
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
11
月
6
日

（
金
）、
13
日
（
金
）、

20
日
（
金
）、
23
日

（
月
・
祝
）、
26
日

（
木
）、
27
日
（
金
）

夜
間
役
所
（
11
月
）

▼
期
日
＝
11
月
4
日
（
水
）、18
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で

す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

新
潟
地
方
法
務
局
な
ど
で
は
、
11
月

16
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
日
）
ま
で
を
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

と
し
て
い
ま
す
。
法
務
局
職
員
や
人
権

擁
護
委
員
が
女
性
の
人
権
に
関
す
る
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
土
曜
・
日

曜
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

・ 

11
月
16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

・ 

11
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
5
時

▼
受
付
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０
（
全
国
共
通
）

▼
内
容
＝
差
別
、Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
セ
ク
ハ
ラ
、
夫

婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人
権
に

関
す
る
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局 

新
津
支
局　

☎
22
‐
０
５
４
７

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

畳のご用命は、安心の畳屋さん畳のご用命は、安心の畳屋さん
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包丁研ぎを始めました。引き取りに伺った上でお届けします

熊倉　英男 97 歳 9.30 切梅新田

山﨑　セツ 82 歳 10.1 中央町 1

高橋フミイ 90 歳 10.1 京ヶ島

村山　　保 98 歳 10.2 高　田

石黒　テル 88 歳 10.2 山　崎

桐　スイ 91 歳 10.2 長　起

佐藤　秀夫 85 歳 10.2 駒　林

木村　平次 70 歳 10.2 寺　社

原　　政也 74 歳 10.3 駒　林

小林勝四郎 72 歳 10.4 外城町

鈴木　範子 81 歳 10.5 笹　岡

大久保スミ 71 歳 10.7 船　居

高井　　豊 76 歳 10.8 南安野町

岩村　壽治 80 歳 10.9 女　堂

鈴木キクノ 104 歳 10.10 分　田

阿部　　巖 62 歳 10.10 前　山

佐藤　汐莉 19 歳 10.10 高　田

石塚　　征 77 歳 10.11 東　町

見 　幸一 80 歳 10.11 学校町

髙橋　召子 70 歳 10.11 次郎丸

山口三喜雄 84 歳 10.12 須　走

佐藤マスミ 99 歳 10.12 天神堂

清野キヨノ 90 歳 10.13 下一分

渡邊カチヱ 87 歳 10.14 中島町

山﨑　　弘 80 歳 10.15 畑　江

大竹冨士雄 84 歳 10.15 外城町

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

坂井　　匡
きょう

 村　杉

髙木　大
や ま と

和 金田町

大盛優
ゆ

希
き

愛
あ

 福　永

尾身　琉
る

亜
あ

 保　田

髙橋　結
ゆ

衣
い

 稲荷町

市村　　悠
ゆう

 山　崎

白 　楓
ふう

華
か

 安野町

小 威
い

央
お

哩
り

 中ノ通

関口　福
ふ

人
く

 北本町

水野　志
し

音
おん

 市野山

田中　　璃
あき

 上高関

水留　世
せ

嵐
らん

 布　目

中川　大
り

陸
く

 久　保

白根　陽
ひ な た

詩 若葉町

栗林　空
あ

輝
き

 外城町

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

匠
仁　美
龍　男
由　衣
学

恵　美
敏　宏
由　佳
優　也
恵利華
拓　也
江　里
健

絵　里
雄　介
裕見子
謙　太
早　織
厚　志
真由子
健　太
紗　可
武　幸
みず穂
厚

春　美
大　樹
美　紀
夏　樹
久　美

 氏　名 年　齢 死亡月日 住　所

（10 月 1日～ 10 月 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■京ヶ瀬支所 2階「談話室」＝ 11 月 10 日（火）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所１階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等を利用してください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 214）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

【買取例】【買取例】クボタトラクターL1 4WD 17万円前クボタトラクターL1 4WD 17万円前後後

不用になりました　トラクター・バイク・ト
ラック・4条刈グレンタンク付コンバイン
（クボタ・ヤンマーのみ）　買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地2

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130
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平成 27 年度精神保健福祉功労者表彰

　

9
月
30
日
、
新
発
田
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
平
成
27
年
度

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
県
北
支

部
総
会
で
、
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ピ
ー
ス
が
、
精
神
保
健
福
祉

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ー
ス
は
、
平
成
19
年
度
に
結
成
。

阿
賀
野
市
さ
く
ら
の
会
作
業
所
や
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
れ
み
ハ
ウ

ス
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
、

家
族
会
と
の
交
流
を
図
り
、
地
域
の

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
良
き
理
解

者
で
す
。
毎
月
定
例
会
の
ほ
か
、
研
修

も
重
ね
、
精
神
保
健
福
祉
の
向
上
に

尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

精神保健福祉の向上に尽力 農
業
支
援
活
動
に
従
事
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式

　

10
月
1
日
、
市
役
所
で
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
域
農
業
を
支
え
る
後
継
者

不
足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
支
援
活
動
を
行
う
た
め
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
公
募
。
松
沢
知
生
さ
ん
（
新

潟
市
南
区
）、
渡
邉
修
さ
ん
（
東
京
都
品
川

区
）、
奥
寺
真
也
さ
ん
（
北
海
道
札
幌
市
）、

池
口
弥
生
さ
ん
（
東
京
都
小
平
市
）
の
4

人
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
決
定
し
、
10

月
1
日
付
け
で
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
、
市
内
で
今
年
度
中
に

１
０
０
歳
と
な
る
高
齢
者
に
記
念
品
を

贈
呈
す
る
新
規
１
０
０
歳
者
表
敬
訪
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
男
性
４

人
、
女
性
27
人
の
合
わ
せ
て
31
人
で
す
。

　

そ
の
中
の
一
人
、
齋
藤
サ
ト
さ
ん

（
京
ヶ
島
）
の
お
宅
に
は
田
中
市
長
、
県

の
関
係
者
が
訪
問
し
ま
し
た
。
長
生
き

の
秘
訣
は
「
食
事
は
、
好
き
嫌
い
な
く

食
べ
る
」「
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
」「
歌
を

歌
う
」
と
の
こ
と
で
す
。
人
と
話
を
す

る
の
が
好
き
で
、
話
し
出
す
と
止
ま
ら

な
く
な
る
そ
う
で
、
こ
の
日
も
元
気
な

姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

新
規
１
０
０
歳
者
表
敬
訪
問

長
生
き
の
秘
訣
は
？

冬
の
使
者
が
初
飛
来

白
鳥
の
初
飛
来

　

10
月
1
日
、
瓢
湖
で
昨
年
よ
り
9
日

早
く
、
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
ま
し

た
。
午
前
6
時
に
11
羽
、
7
時
に
14
羽
、

8
時
過
ぎ
に
も
14
羽
の
合
計
39
羽
が
観

察
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
と
比
べ
、
5
倍

ほ
ど
数
が
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
2
週
間
程
度
で
２
０
０
０

羽
、
3
週
間
で
３
０
０
０
羽
を
超
え
ま

し
た
。
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
は

飛
来
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
５
０
０
０
羽

以
上
に
な
り
、
瓢
湖
を
に
ぎ
わ
せ
ま
す
。

　

飛
来
し
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
、
早
速

瓢
湖
周
辺
の
水
田
に
向
か
い
、
稲
刈
り

後
の
落
ち
穂
を
つ
い
ば
ん
で
い
ま
し
た
。

※ 

こ
の
記
事
は
、
職
場
体
験
で
市
役
所
に
訪
れ
た
水
原

中
学
校
2
年
の
髙
橋
悠
香
さ
ん
、
田
邊
果
奈
さ
ん
が
、

写
真
の
撮
影
、
記
事
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

左から、松沢さん、渡邉さん、奥寺さん、池口さん左から、松沢さん、渡邉さん、奥寺さん、池口さん

　

10
月
13
日
、
新
潟
県
愛
鳥
モ
デ
ル

校
指
定
の
笹
岡
小
学
校
で
、
キ
ジ
の

放
鳥
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
放
鳥
会
に
は
、
4
年
生
が
参

加
。
地
元
猟
友
会
員
の
指
導
の
下
、

児
童
は
恐
る
恐
る
キ
ジ
に
触
れ
な
が

ら
、
用
意
さ
れ
た
50
羽
の
キ
ジ
を
学

校
の
裏
山
へ
放
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
一
人
、
川
上
和

奏
さ
ん
は
「
初
め
て
触
っ
た
キ
ジ
は

と
て
も
温
か
か
っ
た
。
最
初
は
少
し

怖
か
っ
た
け
ど
、
元
気
よ
く
飛
ん
で

い
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

笹
岡
小
学
校 

キ
ジ
の
放
鳥
会

元
気
に
育
っ
て
ね
！

新
大
医
学
部
で
研
究
開
始
！

寄
附
講
座
設
置
に
係
る
協
定
書
交
換
式

　

10
月
1
日
、「
寄
附
講
座『
健
康
寿
命
延
伸
・

生
活
習
慣
病
予
防
治
療
医
学
講
座
』
設
置

に
係
る
協
定
書
交
換
式
」
が
市
役
所
で
行

わ
れ
、
新
潟
大
学
の
髙
橋
姿
学
長
と
田
中

市
長
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
10
月
か
ら
新
潟
大
学
医

学
部
に
設
置
。
新
潟
大
学
が
阿
賀
野
市
民

の
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
進
行
に
関
す
る

実
態
・
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

健
康
増
進
の
た
め
の
施
策
立
案
を
科
学
的
・

効
果
的
に
進
め
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目

指
す
た
め
の
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　

新
潟
大
学
の
寄
附
講
座
設
置
は
13
例
目
。

市
町
村
で
は
初
め
て
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

左から、田中市長、髙橋学長左から、田中市長、髙橋学長

※
「
寄
附
講
座
」
と
は
…

　

大
学
等
に
お
け
る
研
究
形
態
の
一
つ
で
、
行
政
機
関
な

ど
か
ら
寄
附
さ
れ
た
資
金
等
で
研
究
活
動
を
行
う
も
の
。

み
ん
な
で
長
寿
の
お
祝
い
を

水
原
地
区
・
安
田
地
区
敬
老
会

　

9
月
13
日
に
水
原
地
区
敬
老
会
が
水
原

小
学
校
体
育
館
で
、
26
日
に
安
田
地
区
敬

老
会
が
安
田
体
育
館
で
、
77
歳
以
上
の
高

齢
者
、
そ
れ
ぞ
れ
４
４
０
人
と
２
９
８
人

が
出
席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
典
で
は
、
77
歳
の
喜
寿
、
88
歳
の
米
寿

の
代
表
者
に
記
念
品
が
、
出
席
者
の
最
高

齢
の
代
表
者
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
地
元
文
化
団
体
に
よ
る
唄

や
踊
り
、
バ
レ
エ
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出

席
者
は
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

○
水
原
地
区

　

77
歳
（
喜
寿
）・
代
表

　
　
　

井
一
郎
さ
ん
（
市
野
山
）

　

88
歳
（
米
寿
）・
代
表

　
　

森
ユ
ウ
さ
ん
（
分
田
）

　

出
席
者
最
高
齢　
　

　
　

伊
藤
二
藏
さ
ん
（
越
御
堂
）
92
歳

○
安
田
地
区

　

77
歳
（
喜
寿
）・
代
表

　
　

野
瀬
勝
治
さ
ん
（
福
永
）

　

88
歳
（
米
寿
）・
代
表

　
　

伊
藤
ヨ
シ
ミ
さ
ん
（
新
保
）

　

出
席
者
最
高
齢　
　

　
　

廣
田
リ
サ
さ
ん
（
保
田
）
96
歳

両地区とも心のこもった演出で
出席者の長寿をお祝いしました。

記念品・花束贈呈（水原地区）記念品・花束贈呈（水原地区）

アトラクションを楽しむ出席者の皆さんアトラクションを楽しむ出席者の皆さん
（安田地区）（安田地区）
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左から、松沢さん、渡邉さん、奥寺さん、池口さん左から、松沢さん、渡邉さん、奥寺さん、池口さん
両地区とも心のこもった演出で
出席者の長寿をお祝いしました。

アトラクションを楽しむ出席者の皆さんアトラクションを楽しむ出席者の皆さん
（安田地区）（安田地区）

②

瓢湖に桜の苗を植える活動

　

9
月
27
日
、
桜
の
ま
ち
日
本
一
を

目
指
し
て
、「
結ゆ

い

の
ま
ち
阿
賀
野
市
桜

の
会
」
主
催
に
よ
る
瓢
湖
に
桜
の
苗

を
植
え
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市

民
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、
花

弁
が
白
色
か
ら
次
第
に
桃
色
に
変
わ

る
結ゆ

い

桜
ざ
く
ら

約
１
５
０
本
を
瓢
湖
湖
畔
に

植
樹
し
ま
し
た
。

　

阿
賀
町
か
ら
訪
れ
て
、
植
樹
に
参

加
し
た
墨
田
日
菜
乃
さ
ん
は
「
き
れ

い
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
春
に

な
っ
た
ら
、
桜
が
咲
い
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
に
来
た
い
」
と
早
く
も
来
春

の
開
花
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

来春の開花に期待！ 青
色
回
転
灯
は
防
犯
の
目
印

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

　

10
月
13
日
、
青
色
回
転
灯
装
備
車
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
が
市
役
所
前

で
行
わ
れ
、
市
と
市
建
設
業
協
会
の
青
色

回
転
灯
装
備
車
5
台
が
市
内
10
小
学
校
付

近
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
〜
20
日
の
全
国
地
域
安
全
運

動
・
県
防
犯
推
進
旬
間
の
期
間
中
、
児
童

下
校
時
を
中
心
に
青
色
回
転
灯
装
備
車
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
市
の
公
用
車
に
よ
る
業
務
中
の
「
な

が
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
、「
昭
和
の
乗
り
物
大
集
合

in
阿
賀
野
２
０
１
５
」
が
笹
神
支
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
3
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
車
と
バ
イ
ク
、
合
わ
せ
て

２
０
０
台
以
上
が
集
ま
り
、
懐
か
し
の

名
車
を
目
当
て
に
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
バ
イ
ク
の
エ
ン

ジ
ン
音
を
披
露
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

集
ま
っ
た
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

昭
和
の
乗
り
物
大
集
合
in
阿
賀
野
実
行

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
28
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昭
和
の
乗
り
物
大
集
合
in
阿
賀
野

ず
ら
り
並
ん
だ
名
車
た
ち

コ
ス
モ
ス
に
誘
わ
れ
て

第
20
回
コ
ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り

　

10
月
11
日
、「
第
20
回
コ
ス
モ
ス
き
ょ

う
が
せ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
に
強
い
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、

祭
り
が
始
ま
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、

4
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

京
ヶ
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に

始
ま
り
、
ダ
ン
ス
の
披
露
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

の
運
行
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち

が
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
様
子
は
、
ご
ず
っ
ち
ょ
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
19
日
、
齋
藤
由
利
子
さ
ん
と
松

崎
愛
美
さ
ん
（
共
に
緑
岡
）
に
よ
る
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
第
1
回
あ
が

の
カ
ム
カ
ム
」
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

京
和
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
あ
が
の
で
1
日
楽

し
も
う
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、
手
作
り
体
験
や

手
作
り
雑
貨
・
食
べ
物
の
販
売
、
市
内
お
薦

め
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
26
店
が
出
店
。
保
護
者
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
手
作
り
体
験
に
臨
む
な
ど
、

大
勢
の
親
子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。

第
1
回
あ
が
の
カ
ム
カ
ム

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
体
験

市
民
相
互
の
交
流
を
推
進
！

第
1
回
あ
が
の
市
民
交
流
ま
つ
り

　

10
月
4
日
、
水
原
小
学
校
で
、
阿
賀
野

市
民
ま
つ
り
を
創
る
会
（
髙
橋
裕
代
表
）

主
催
に
よ
る
「
第
1
回
あ
が
の
市
民
交

流
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
市
誕
生
10
年
の
節
目
を
機
に
、
市

民
相
互
の
交
流
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
上
杉
砲
術
隊
（
山
形
県
米
沢
市
）

に
よ
る
火
縄
筒
発
砲
演
武
や
、
地
域
に
ゆ

か
り
の
武
将
「
揚

あ
が
き
た
し
ゅ
う

北
衆
」・
子
ど
も
甲
冑
隊

等
に
よ
る
戦
国
絵
巻
行
列
、
地
場
産
品
を

紹
介
・
販
売
す
る
阿
賀
野
市
う
ま
い
も
ん

の
陣
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ

れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

スペシャルオリンピックス トーチラン

　

10
月
4
日
、
第
1
回
あ
が
の
市
民
交

流
ま
つ
り
会
場
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
２
０
１
６
新
潟
の
開
催

に
先
立
ち
、
大
会
の
成
功
を
祈
念
し
て

ト
ー
チ
ラ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る

人
が
日
頃
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
場
と
し
て
4
年
に
一
度
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
で
、
来
年
2
月
12
日

〜
14
日
に
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
に
出
場

す
る
選
手
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
3
区

に
分
か
れ
て
田
中
市
長
に
聖
火
を
つ

な
ぎ
、
最
後
は
市
長
を
囲
ん
で
「
フ
ァ

イ
ト
！ 

オ
ー
」で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

大会の成功を祈念して！ お
花
紙
の
ご
ず
っ
ち
ょ
！

駒
林
特
別
支
援
学
校

　

駒
林
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
全
員
で
、

お
花
紙
を
使
っ
て
ご
ず
っ
ち
ょ
を
作
成
し

ま
し
た
。
大
き
さ
は
縦
が
約
90
㎝
、
横
が

約
１
３
０
㎝
で
、
A
３
の
台
紙
を
9
枚
貼

り
合
わ
せ
た
大
き
な
ご
ず
っ
ち
ょ
で
す
。

水
色
、
黄
色
、
ピ
ン
ク
、
白
、
黒
の
お
花

紙
で
色
鮮
や
か
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
を
見
た
ご
ず
っ
ち
ょ
は
「
大

き
い
作
品
で
び
っ
く
り
し
た
っ
ち
ょ
。
き

れ
い
に
作
っ
て
も
ら
え
て
、
う
れ
し
い
っ

ち
ょ
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

火縄筒発砲演武火縄筒発砲演武

戦国絵巻行列戦国絵巻行列
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問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

あ
が
の
市
民
病
院
の
新
た
な
取
り

組
み
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

あ
が
の
市
民
病
院
の
内
覧
会
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
快
適
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。　
　
　

（
70
代
・
女
性
）

☆ 

健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施

し
て
い
る
「
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」

も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
健
康
管

理
に
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
み
の
分
別
を
今
ま
で
以
上
に

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。　
　
　
　

（
40
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

生
活
習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー

の
記
事
を
読
み
、
頼
も
し
い
と
思

い
ま
し
た
。　
　
　

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ま
ち
が
い
探
し
は
超
難
問
で
し

た
。
あ
と
1
つ
が
見
つ
か
ら
ず
夫

婦
で
探
し
ま
し
た
。（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
知
ら
せ
版
に
は
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

で
、
週
末
の
お
出
掛
け
の
参
考
に

し
て
い
ま
す
。　
　

（
40
代
・
女
性
）

☆ 

今
月
も
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
や
講

演
会
、
探
鳥
会
な
ど
催
し
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
広
報
掲

載
事
業
等
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

★  10月もたくさんの
 　　イベントに参加してきたっちょ

　「あがの市
民交流まつ
り」、「笹神
中学校文化
祭」、糸魚川
市の「国際
ご当地グル
メグランプ
リ 2015in 糸
魚川」、新潟

市の「新潟国際情報大学の紅翔祭（大学祭）」、「に
いつハロウィン仮装まつり」など毎週各地のイ
ベントに参加したっちょ。会場に来てくれたみ
んなとたくさん触れ合えて楽しかったっちょ。

★ 世界キャラクターさみっと
　　　　　 in 羽生に参加するっちょ
　11 月 21 日（土）、22 日（日）、埼玉県羽生市
で開催される「世界キャラクターさみっと in 羽
生 2015」に参加してくるっちょ。
　国内 42 都道府県と海外から 430 体のキャラ
クターが集
まり、昨年
は 41万人が
訪れた大き
なイベント
だよ。阿賀
野市のPRを
がんばって
くるっちょ。

● 

ご
み
の
再
利
用
に
驚
き
ま
し
た
。

今
後
も
分
別
に
協
力
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

☆ 

別
の
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
海
外
で
再
使
用
さ
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
適

切
な
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
通
信
を
読
ん
で
ご

ず
っ
ち
ょ
ク
ッ
キ
ー
を
知
り
ま
し

た
。
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ま
ち
が
い
探
し
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
4
つ
ま
で
は
す
ぐ
に
分

か
る
の
で
す
が
、
最
後
の
1
つ
が

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
号
の
ま
ち
が
い
探
し
に
違
和

感
を
感
じ
ま
し
た
。
人
物
を
登
場

さ
せ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
号
の
表
紙
の
母
親
、
赤
ち
ゃ

ん
、
病
院
職
員
の
笑
顔
が
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。　

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

新
病
院
の
内
覧
会
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

健
康
が
気
に
な
る
年
齢
に
な
り
、

特
集
を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

№41№41

P.N ゆうさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

ぐんまちゃん（群馬県）、ごずっちょ、ぐんまちゃん（群馬県）、ごずっちょ、
やらにゃん（胎内市）やらにゃん（胎内市）

ふっかちゃん（埼玉県深谷市）とふっかちゃん（埼玉県深谷市）と
ごずっちょごずっちょ

安
田
城
跡
・
赤
松
城
山

　

阿
賀
野
市
内
に
は
、
平
安
時
代
か

ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
そ
の
土
地

の
有
力
者
が
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ

る
屋
敷
・
館
・
城
跡
等
が
26
か
所
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
県
指
定
文

化
財
が
1
件
、
市
指
定
文
化
財
が
4

件
あ
り
、
安
田
城
跡
や
赤
松
城
山
が

そ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
2
件
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

◆
安
田
城
跡
（
県
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　

（
昭
和
48
年
3
月
指
定
）

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、
今
か

ら
約
千
年
前
の
古
代
の
穴
と
須す

恵え

器き

片
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
安
田

城
跡
周
辺
に
は
、
古
代
か
ら
人
が
住

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
賀
野
市
と
新
潟
市
北
区
の
一
部

は
「
白し

ら

河
か
わ
の
し
ょ
う
荘
」
と
呼
ば
れ
る
広
大
な

荘
し
ょ
う

園え

ん

（
中
央
貴
族
や
寺
社
の
私
有

地
）
で
、
代
々
摂せ

っ

関か

ん

家け

で
あ
る
近
衛

家
と
九
条
家
の
領
地
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
が
創
建
さ
れ

る
と
、
関
東
の
御ご

家け

人に

ん

（
将
軍
と
主

従
関
係
に
あ
っ
た
武
士
の
敬
称
）
で

あ
る
伊
豆
の
大お

お

見み

氏
が
地じ

頭と

う

職し

き

（
全

国
の
荘
園
等
に
置
か
れ
、
土
地
の
管

理
、
租
税
の
徴
収
等
の
職
務
を
行
っ

た
人
）
と
し
て
住
み
着
き
、
そ
の
子

孫
が
安
田
氏
、
水
原
氏
、
山
浦
氏
を

名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
河
荘
は
南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
に

統
治
さ
れ
、
安
田
城
は
安
田
氏
の
居

城
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
戦
国
時
代
の
安
田
城

　

天
正
2
（
１
５
７
４
）
年
の
文
献

に
よ
る
と
、
安
田
氏
は
伝
来
の
土
地

の
他
に
も
領
地
を
持
ち
、
１
０
９
人

の
家
臣
に
土
地
を
与
え
て
い
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
与
え
ら
れ
た
土
地
で
生
活

を
し
て
い
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
の

城
下
町
の
よ
う
に
、
領
主
の
城
下
に

は
集
中
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

慶
長
3
（
１
５
９
８
）
年
の
国
替

え
で
、
上
杉
景
勝
が
会
津
に
移
さ
れ

る
と
安
田
氏
も
仙せ

ん

道ど

う

（
現
在
の
福
島

県
中
部
）
の
地
に
移
り
ま
し
た
。

　

安
田
氏
が
去
っ
た
後
、
安
田
は
村

上
領
に
な
り
ま
し
た
。
村
上
氏
は
安

田
城
を
支
城
と
し
、
吉よ

し

武た

け

右う

近こ

ん

が
安

田
城
に
入
り
ま
し
た
。

◆
江
戸
時
代
の
安
田
城

　

元
和
元
（
１
６
１
５
）
年
、
幕
府

の
一
国
一
城
令
に
よ
っ
て
、
元
和
4

（
１
６
１
８
）
年
に
は
村
上
氏
が
廃

絶
、
堀ほ

り

直な

お

竒よ

り

が
村
上
城
主
に
な
り
、

元
和
8
（
１
６
２
２
）
年
に
安
田
城

は
廃
城
に
な
り
ま
し
た
。

　

寛
永
16
（
１
６
３
９
）
年
、
堀
直

竒
が
没
し
、
次
男
の
直な

お

時と

き

が
分
家
し

て
安
田
藩
を
再
興
さ
せ
ま
す
が
、
こ

の
時
、
安
田
城
は
す
で
に
廃
城
さ
れ

て
お
り
、
直
時
が
安
田
に
住
ん
で
い

た
か
は
不
明
で
す
。

◆
赤
松
城
山
（
市
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　

（
昭
和
62
年
12
月
指
定
）

　

赤
松
城
山
は
丸
山
の
南
方
、
赤
松

山
森
林
公
園
の
上
部
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
約
40
度
の
急
斜
面
を
持
っ
た

標
高
３
５
５
ｍ
の
山
城
の
遺
構
で

「
城

じ
ょ
う

山や

ま

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
構
が
構
築
さ
れ
た
年
代
は
不
明

で
す
が
、
発
見
さ
れ
た
須
恵
器
系
の

遺
物
な
ど
か
ら
、
平
安
時
代
末
期
か

鎌
倉
時
代
初
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

頂
上
部
を
仕
切
る
形
で
空か

ら

堀ぼ

り

（
敵

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
水
の
な
い

堀
）
が
東
方
に
、「
の
ろ
し
山
」
と

呼
ば
れ
る
小
山
が
山
の
中
腹
に
あ

り
、
こ
こ
で
火か

急
き
ゅ
う

の
際
、
煙
を
上
げ

て
合
図
を
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

館
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

通
称
「
城
の
平
」
は
60
ｍ
×
20
ｍ
ほ

ど
の
平
坦
地
で
、
城
の
平
を
中
心
に

北
か
ら
の
脅
威
に
対
す
る
備
え
と
し

て
、
北
西
向
き
の
斜
面
に
多
く
の
腰こ

し

郭
ぐ
る
わ（
山
の
中
腹
に
あ
る
、斜
面
を
削
っ

た
平
坦
地
）
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

赤
松
城
山
に
は
、
井
戸
が
あ
っ
た

と
い
う
伝
承
や
、
金
の
鶏
が
埋
め
ら

れ
た
な
ど
の
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

《
参
考
文
献
》
安
田
町
史 

中
世
編

安田城跡航空写真安田城跡航空写真

赤松城山赤松城山鳥鳥
ちょうかんずちょうかんず

瞰図瞰図

安田公民館安田公民館

コミュニティセンター城のうちコミュニティセンター城のうち



29 平成 27 年 11 月号 28平成 27 年 11 月号

★ 10 月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 10 月号の当選者
・・P.N ナオMAXさん　・・P.N  こえださん
・・中島正子さん　 ・・徳永照美さん
・・P.N  瓢湖乃庵 PANさん 　・・渡辺みね子さん
・・P.N 瑠奈ティンのばあばあさん　
・・P.N おこじょさん　・・P.N こつぶちゃんさん　

《応募総数 18 通　9通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、

はがきか電子メール、ＦＡＸで 11 月 16 日（月）必

着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を希

望する人は、その旨をお書きください（氏名も必ず

書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人にご

ずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　先月号の手術室からの出題はいかがでしたか？ 難し

かったとの意見が多かったので、今月号は★２．５で

す。ハッキリと違いがありますので、頑張ってください。

紙面紙面

　第 20 回コスモスきょうがせまつりで行われた新潟プロレス「コスモスマッチ」です。瓢湖の白い翼「HAKUCHO」
対新潟産新米レスラー「コシ☆ヒカール」の一戦は HAKUCHO が勝利しました。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆ごずっちょシール＆
キーホルダーキーホルダー

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
れんこん入り鶏つくね

【作り方】
① れんこん、ネギはみじん切りにする。
② ボウルに鶏ひき肉、①、卵、パン粉、マヨネーズ、かたくり粉、砂糖、しょ
うがすりおろしを入れ、混ぜ合わせ、よくこねる。１人２～３個のハン
バーグ型にする。

③ フライパンに油を熱し、②を形を整えながら入れて焼く、焼き目がつい
たら裏返し、水大さじ１を入れ、ふたをして蒸し焼きにする。

④ A を混ぜて調味料を作る。
⑤③に火が通ったら、④の調味料を入れ、からめる。
⑥皿に⑤を盛り付け、千切りにした大葉を散らす。

A

【材料】（4人分）
鶏ひき肉…………………………320g
れんこん……………………………60g
ネギ…………………………………30g
卵……………………………………1個
パン粉………………………………20g
マヨネーズ……………………小さじ 2
かたくり粉……………………大さじ 1
砂 糖 …………………………………2g
しょうがすりおろし…………小さじ 2
サラダ油………………………小さじ 2
　　めんつゆ（3倍濃縮）  …大さじ 2
　　酒…………………………大さじ 2
　　みりん……………………大さじ 2
　　かたくり粉………………小さじ 1
大葉…………………………………4枚

　クックパッド阿賀野市公式キッチン
にもレシピが掲載されています。
　台所でスマートフォンを見ながら料
理してみてはいかがでしょうか。

ま
を
歓
迎
し
て
い
く
よ
う
な
態
勢
を
築

き
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
実
際
、
1
万
数
千
人
が
笹
神

支
所
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
白
鳥
の
瓢

湖
の
よ
う
に
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら
訪

れ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
総
力
で「
お
・
も
・
て
・

な
・
し
」
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

役
所
の
在
り
方

　

役
所
を
皮
肉
っ
て
「
役
所
と
は
人

の
役
に
立
つ
所
」
と
か
、
形
式
的
で

実
効
が
上
が
ら
な
い
仕
事
の
進
め

方
に
対
し
て
「
お
役
所
仕
事
」
な
ど

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、
真
に
役
に
立

つ
役
所
に
な
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
。
役
所
仕
事
の
構
造
的
な
要
因

を
探
り
、
そ
の
ヒ
ン
ト
は
何
か
を
考

え
て
み
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
女
性
の
活
躍

が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
男
女
に

は
能
力
や
意
欲
に
差
が
な

い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

役
所
の
管
理
職
の
大
半
は

男
性
が
占
め
、
女
性
は
わ

ず
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
女
性
の
登
用
を
さ

ら
に
進
め
、
多
様
性
を
引

き
出
せ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の

き
め
細
か
さ
や
成
果
は
高

ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
異
才
の
人
材
の

活
用
で
す
。
複
雑
・
多
様
化
す
る
社

会
に
あ
っ
て
は
、
規
格
外
（
？
）
の

人
の
発
想
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
前
例

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
役
所
の
常
識
を

打
ち
破
る
く
ら
い
の
考
え
や
行
動

は
、
役
所
の
体
質
を
大
き
く
変
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
不
断
の
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）も
必
要
で
す
。「
頑
張
ろ
う
」

だ
け
で
は
物
事
は
前
に
進
み
ま
せ

ん
。
精
神
論
で
は
な
く
、「
自
己
満

足
に
陥
っ
て
い
な
い
か
」
な
ど
、
常

に
主
体
的
に
自
己
を
省
み
、
業
務
に

お
い
て
は
「
改
善
」
に
努
め
る
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
お
役
所
は
み
ん
な
よ
く
や
っ
て
い

る
」
と
の
評
価
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
方
で
「
お
役
所
仕
事
は
こ
ん
な
も

の
と
安
住
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
食
事
が
ま

ず
か
っ
た
ら
お
い
し
く
な
る
工
夫
を

す
る
よ
う
に
、
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
す
る
、
さ
ら
に
プ
ラ
ス

α
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
ス
ー
パ
ー
公
務
員
」
は

無
理
と
し
て
も
、
市
民
の

た
め
、
ま
ち
の
た
め
に
頑

張
る
気
概
を
持
っ
た
人
が

集
ま
る
と
こ
ろ
が
役
所
に

な
る
よ
う
、
い
ま
一
度
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
潟
日
報
連
載
「
河
井

継
之
助 

龍
が
哭な

く
」
を

読
ま
れ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
こ
ん
な

件く
だ
り

が
あ
り
ま
し
た
。「
…
時

代
は
変
わ
っ
た
の
だ
。
も

う
今
ま
で
の
し
き
た
り

も
常
識
も
通
じ
な
い
。
な

ぜ
、
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い

の
か
。
な
ぜ
、
い
ま
だ
に
変
化
を
感

じ
取
れ
な
い
の
か
。
わ
か
ら
ぬ
な
ら
、

俺
が
わ
か
ら
せ
る
し
か
な
い
。
そ
れ

に
は
荒
療
治
が
必
要
だ
…
」「
…
所

詮
、
改
革
者
は
理
解
さ
れ
な
い
ど
こ

ろ
か
、
人
の
恨
み
を
一
身
に
受
け
て

生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
だ

…
」「
…
俺
さ
え
迷
わ
ね
ば
、
付
い
て

く
る
者
も
出
よ
う
。
い
や
、
そ
う
い

う
も
の
が
一
人
も
出
ず
と
も
、
俺
は

長
岡
を
変
え
て
い
こ
う
…
」。

田
中
清
善

◎
活
動
に
当
た
っ
て

　

私
た
ち
は
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
当
た
っ
て
、
人
と
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、「
市

民
と
の
交
流
」
と
い
う
視
点

を
常
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す

る
中
で
う
れ
し
い
こ
と
は
、

関
係
者
相
互
の
信
頼
関
係
が

回
を
重
ね
る
ご
と
に
深
ま
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
が
他
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

広
が
っ
て
い
け
ば
、「
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
阿
賀
野
市
」
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
の
反
省
会
で
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
来
年
の
抱
負
を
語
り
出
す

人
、「
も
っ
と
こ
こ
を
こ
う
す
れ
ば
」

と
貴
重
な
意
見
を
言
っ
て
く
れ
る
人
が

い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

9
月
27
日
に
「
第
3
回
昭
和
の
乗
り

物
大
集
合
in
阿
賀
野
２
０
１
５
」
を
開

催
し
、
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
台
を

超
え
る
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
迎

え
、
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
う
れ
し
い
こ
と
に
、
参
加
者
や
来

場
者
か
ら
は
、「
来
年
は
い
つ
開
催
す

る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
す

で
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
、
懐
か
し
い
車
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
県
内
外
の
市

町
村
と
の
交
流
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

一
体
と
な
り
、
や
る
べ
き
こ
と
を
そ
れ

ぞ
れ
考
え
、
他
の
地
域
か
ら
の
お
客
さ

　

今
月
は
、
昭
和
年
代
に
製
造
さ
れ
た

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
展
示
イ
ベ
ン

ト
を
主
催
す
る
「
昭
和
の
乗
り
物
大
集

合
in
阿
賀
野
実
行
委
員
会
」
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

全
国
約
60
か
所
で
懐
か
し
い
車
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

内
で
長
年
愛
車
を
大
切
し
て
い
る
仲
間

た
ち
が
集
ま
っ
た
際
に
、「
イ
ベ
ン
ト

を
阿
賀
野
市
で
も
や
っ
て
み
な
い
か
」

と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

い
ざ
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
と
な
る

と
大
き
な
責
任
が
伴
う
こ
と
は
誰
も
が

承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
こ

と
に
初
め
か
ら
開
催
あ
り
き
で
準
備
を

始
め
た
の
が
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

最
初
は
6
、
7
人
が
集
ま
っ
て
話
し

合
い
を
始
め
ま
し
た
。
既
に
あ
っ
た
車

好
き
の
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
参
加
要
請
を
行
い
、
十
数
回
に

及
ぶ
話
し
合
い
を
経
て
、
平
成
25
年
9

月
、「
第
1
回
昭
和
の
乗
り
物
大
集
合

in
阿
賀
野
２
０
１
３
」
の
開
催
に
こ
ぎ

着
け
ま
し
た
。

　

3
回
目
を
迎
え
、
今
で
は
大

勢
の
人
が
集
う
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
た
け
れ
ど
、
最
初
は
一

人
の
市
民
の
発
案
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
ん
だ
ね
。

　

市
内
外
の
人
た
ち
の
交
流
を

深
め
て
く
れ
て
、
ど

う
も
あ
り
が
ち
ょ
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
８
１
）

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

昭
和
の
乗
り
物
大
集
合

昭
和
の
乗
り
物
大
集
合

inin
阿
賀
野
実
行
委
員
会

阿
賀
野
実
行
委
員
会

　

坂
詰
昭
彦
さ
ん

　

坂
詰
昭
彦
さ
ん

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

広
が
れ
！

広
が
れ
！  

活
動
の
輪

活
動
の
輪

９月 27 日、イベント会場に集う実行委９月 27 日、イベント会場に集う実行委
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作 . 渡辺 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「りょうちゃん」は おうちのなかや おそとで あるきまわるの

が だいすきなの！ ママといっしょに おうちのちかくを おさん

ぽしていると イヌに であうことがあるんだ。そのときは「ワン

ワン」っていって イヌに はなしかけるの♪ いろいろな イヌに 

あえるのが いつもたのしみなんだ！

渡辺 遼
りょう

ちゃん（1歳 8か月）／百津町（パパ誠さん・ママ智子さん）

【人の動き】 人口 44,377 人（－ 31） 男 21,476 人（－ 12） 女 22,901 人（－ 19） 世帯数 14,246（＋ 10)

平成 27 年 10 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 23 人・死亡 38 人・転入 46 人・転出 62 人

　市内でおけさ柿の出荷が始まっています。

柿にはビタミン A、Cなどが豊富に含まれて

おり、病気の予防にとても効果があるといわ

れています。今年の柿は甘みが強く、大ぶり

のものが多いそうです。ご賞味ください。

　わたしの名前は「ナナ」。

2 歳のシーズーで、お店の

看板犬だよ。

　人と遊ぶのが大好きで、

普段ソファーで寝ていて

も、車の音が聞こえると玄

関まで猛ダッシュして、お

客さんを出迎えるんだよ。

　これはお気に入りのボールさ。

駿くんと友達だけど、ボールだ

けは絶対に渡せないんだから！

Taka 創造建築舎（福田）の「ナナ」ちゃん

　9 月 25 日、瓢湖水きん公園で撮影したニ

ホンミツバチの分峰です。分峰とは、新しい

女王バチが生まれると、親である女王バチが

巣から離れて新たな巣を探す行動です。この

巣は、養蜂家の人に採取してもらいました。


